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第
二
章　

ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
け
るfault

の
発
見

第
一
節　

は
じ
め
に

　

ア
メ
リ
カ
契
約
法
は
伝
統
的
に
厳
格
責
任
の
立
場
に
立
っ
て
お
り
、
債
務
者
が
契
約
に
違
反
す
れ
ば
、
契
約
違
反
に
至
っ
た
理
由
や
債
権

者
側
の
事
情
等
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
た
だ
ち
に
契
約
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
と
さ
れ
て
き（

１
）た

。
こ
こ
で
は
契
約
責
任
の
判
断
に
お
い
て
、
債

務
者
が
契
約
違
反
を
犯
し
た
か
否
か
が
す
べ
て
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
規
範
的
な
要
素
は
一
切
考
慮
さ
れ
な
い
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
方
で
、
伝
統
的
契
約
法
理
論
に
お
け
る
約
因
を
基
礎
と
す
る
交
換
的
取
引
理
論
の
崩
壊
が
指
摘
さ
れ
、
非
良
心
性
や
信
義
則
と
い
っ
た

一
般
条
項
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
に
な
っ（

２
）た

。
ま
た
、伝
統
的
契
約
法
理
論
が
前
提
と
す
る
単
発
か
つ
現
在
化
さ
れ
た
契
約
観
が
批
判
さ
れ
、

と
り
わ
け
継
続
的
取
引
に
お
い
て
は
社
会
的
背
景
を
ふ
ま
え
て
契
約
を
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ（

３
）た

。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ

リ
カ
契
約
法
学
に
お
い
て
、
当
事
者
の
意
思
の
合
致
に
と
ど
ま
ら
な
い
契
約
観
は
す
で
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
近
年
で
は
、
契
約
違
反
に
基
づ
く
責
任
決
定
の
場
面
を
想
定
し
、
当
事
者
の
明
示
の
義
務
違
反
以
外
の
帰
責
根
拠
が
認
め
ら
れ

る
と
主
張
す
る
学
説
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
学
説
は
、
一
定
の
事
案
の
契
約
責
任
決
定
に
お
い
て
、
契
約
当
事
者
のfault

の
有
無
と
い

う
規
範
的
あ
る
い
は
外
在
的
な
要
素
が
機
能
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す（

４
）る

。
例
え
ば
、
一
九
八
一
年
のM

uris

の
論（

５
）文

や
一
九
九
二
年
の

Cohen

の
論（

６
）文

で
は
、
特
に
機
会
主
義
的
な
契
約
違
反
の
場
面
に
お
い
て
債
務
者
のfault

が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
八
年
に
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
でFault in A

m
erican Contract Law

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
伝
統
的
な
契
約
法
理
に
動
揺
が
見
ら
れ（

７
）る

。
そ
の
後
も
、H

illm
an

の
論（

８
）文

やCooter

＝Porat

の
著（

９
）作

に
お
い
て
、
い

か
に
債
務
者
及
び
債
権
者
のfault

を
考
慮
し
て
い
く
べ
き
か
、
議
論
が
続
い
て
い
る
。
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た
だ
し
、
こ
う
し
た
学
説
に
お
け
るfault

の
と
ら
え
方
は
一
様
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
るfault

に
関
し
て
は
、
従
来
、
不
法

行
為
がfault principle

（
過
失
責
任
主
義
の
原
則
）を
採
用
し
て
お
り
、そ
こ
で
い
うfault

は
、故
意（intention

）と
過
失（negligence

）

の
両
方
を
含
む
概
念
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

（
（1
（

る
。
し
か
し
近
年
の
契
約
法
に
お
け
るfault

論
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
規
範
的

な
要
素
がfault
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
文
脈
も
様
々
で
あ

（
（1
（

る
。
例
え
ば
、
契
約
責
任
が
生
じ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
、
契
約
上
の
明
示
の
義
務
に
違
反
し
た
こ

と
の
み
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
当
事
者
のfault

の
有
無
と
い
う
規
範
的
要
素
を
持
ち
込
む
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
伝
統
的
な
厳
格
責

任
の
立
場
か
らfault

に
基
づ
く
責
任
判
断
構
造
へ
の
転
換
を
主
張
す
る
学
説
も
あ
る
。
一
方
で
、good faith

やm
itigation

な
ど
を
と

り
あ
げ
、
従
来
の
契
約
責
任
判
断
の
枠
組
み
の
中
にfault

と
呼
び
う
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
で
、
契
約
法
に
お
け
るfault

の
役
割
を
見
直

そ
う
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
後
者
の
立
場
か
ら
は
特
に
、
実
際
の
裁
判
例
に
お
け
る
契
約
責
任
の
決
定
に
あ
た
っ
て
、
特
定
の
法
理
を
通
し

てfault

の
有
無
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
近
年
の
ア
メ
リ
カ
契
約
法
学
に
お
け
るfault

論
を
概
観
し
、
そ
の
整
理
を
試
み
る
。
さ
ら
に
、
契
約
責
任
決
定
規

範
と
し
てfault

が
機
能
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
契
約
類
型
に
お
い
て
、
ま
た
い
か
な
る
契
約
法
理
を
通
じ
て
で
あ
る
か
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
、fault

の
定
義
の
明
確
化
を
試
み
る
。

（
１
）
本
稿
第
一
章
参
照
。

（
２
）GRA

N
T

 GILM
O

RE, T
H

E D
EA

T
H

 O
F CO

N
T

RA
CT

 (1974). 
本
書
の
日
本
に
お
け
る
紹
介
と
し
て
、
曽
野
和
明
「
書
評
」
ア
メ
リ

カ
法
（
一
九
七
八
年
）
一
九
九
頁
以
下
、
樋
口
範
雄
「
グ
ラ
ン
ト
・
ギ
ル
モ
ア
著
『
契
約
の
死
』」
學
習
院
大
學
法
學
部
研
究
年
報
一
四
巻
（
一

九
七
九
年
）
一
〇
三
頁
以
下
。
ま
た
、
本
書
の
翻
訳
と
し
て
、
森
達
ほ
か
訳
『
契
約
法
の
死
』
文
久
書
林
（
一
九
七
九
年
）。
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（
３
）Ian M

acneil, W
hither Contracts?, 21 J. LEGA

L ED
U

C. 403 (1969); Ian M
acneil, T

he M
any Futures of Contracts, 47 S. 

CA
L. L. REV

. 691 (1974). 

ま
た
、
包
括
的
な
紹
介
と
し
て
、D

A
V

ID
 CA

M
PBELL ED

S., T
H

E RELA
T

IO
N

A
L T

H
EO

RY
 O

F 
CO

N
T

RA
CT

: SELECT
ED

 W
O

RK
S O

F IA
N

 M
A

CN
EIL (2001). 

そ
の
翻
訳
と
し
て
、
池
下
幹
彦
・
東
繁
彦
訳
『
関
係
的
契
約
理
論

─
─
イ
ア
ン
・
マ
ク
ニ
ー
ル
撰
修
─
─
』（
二
〇
一
五
年
）
日
本
評
論
社
。

（
４
）
な
お
、
ア
メ
リ
カ
契
約
法
と
同
様
に
厳
格
責
任
を
と
る
イ
ギ
リ
ス
契
約
法
に
お
い
て
も
、fault

に
関
す
る
議
論
が
見
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
契

約
法
は
伝
統
的
にbusiness law

で
あ
り
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
同
士
の
取
引
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
従
来
認
め
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
信
義
誠
実
の
法
理
を
積
極
的
に
評
価
す
る
議
論
が
あ
り
、
そ
の
文
脈
でfault

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
厳
格
責

任
が
原
則
通
り
に
機
能
す
る
場
面
（
金
銭
支
払
の
不
能
、
種
類
物
の
供
給
不
能
、
目
的
物
の
瑕
疵
）
が
挙
げ
ら
れ
る
一
方
で
、fault

が
問
題
と

さ
れ
得
る
場
面
（
物
品
供
給
と
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
型
契
約
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
瑕
疵
、
単
独
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
契
約
の
瑕
疵
）
が
あ
る

と
指
摘
さ
れ
る
。G. H

. T
reitel, Fault in the Com

m
on Law

 of Contract, in LIBER A
M

ICO
RU

M
 FO

R LO
RD

 W
ILLBERFO

RCE 
185 (M

aarten Bos &
 Ian Brow

nlie eds., 1987); B. N
icholas, Fault and Breach of Contract, in GO

O
D

 FA
IT

H
 A

N
D

 FA
U

LT
 

IN
 CO

N
T

RA
CT

 LA
W

 337 (J. Beatson &
 D

. Frierdm
an eds., 1995).

（
５
）T

im
othy J. M

uris, O
pportunistic Behavior and the Law

 of Contracts, 65 M
inn Law

 Rev. 521-590 (1981).

（
６
）George M

. Cohen, T
he N

egligence-O
pportunism

 T
radeoff in Contract Law

, 20 H
O

FST
RA

 L. REV
. 941 (1992).

（
７
）
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
論
文
集
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、107 M

ICH
. L. REV

. 1341 (2009). 

さ
ら
に
、
こ
の
論
文
集
を
修
正
・
要

約
し
て
出
版
し
た
も
の
と
し
て
、O

M
RI BEN

-SH
A

H
A

R A
N

D
 A

RIEL PO
RA

T
 ED

S., FA
U

LT
 IN

 A
M

ERICA
N

 CO
N

T
RA

CT
 

LA
W

 (2010). 

こ
れ
ら
の
論
稿
を
わ
が
国
に
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、参
照
、笠
井
修
『
契
約
責
任
の
多
元
的
制
御
』
勁
草
書
房
（
二
〇
一
七
年
）、

同
「
契
約
責
任
は
厳
格
責
任
か
―
ア
メ
リ
カ
契
約
法
学
に
見
る
論
争
―
」
中
央
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
巻
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）
二
七
頁
・
八
巻

一
号
（
二
〇
一
一
年
）
四
五
頁
、小
林
一
郎
「
米
国
契
約
法
に
お
け
る
帰
責
性
（fault

）
の
役
割
」N

BL

一
〇
六
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
七
頁
。

（
８
）Robert A

. H
illm

an, T
he Im

portance of Fault in Contract Law
, CO

RN
ELL LA

W
 SCH

O
O

L RESEA
RCH

 PA
PER N

o.12-
34 (2012); H

illm
an, T

he Future of Fault in Contract Law
, 52 D

U
Q

. L. REV
. 275 (2014).

（
９
）RO

BERT
 D

. CO
O

T
ER &

 A
RIEL PO

RA
T

, GET
T

IN
G IN

CEN
T

IV
ES RIGH

T
: IM

PRO
V

IN
G T

O
RT

S, CO
N

T
RA

CT
S, A

N
D

 
REST

IT
U

T
IO

N
 (2014).
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第
二
節　

M
uris

の
見
解

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
契
約
法
の
伝
統
的
な
立
場
は
、
契
約
責
任
は
厳
格
責
任
で
あ
る
と
考
え
る
。
過
失
責
任
主
義
（fault 

principle

）
が
、
不
法
行
為
法
の
最
も
重
要
な
原
則
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
さ
れ
る
一
方
で
、
契
約
責
任
の
判
断
に
お
け
るfault

の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
議
論
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
一
九
八
一
年
のM

uris

に
よ
る
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
、
近
年
、

ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
け
るfault

の
役
割
が
様
々
な
角
度
か
ら
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

（
（1
（

た
。

　

契
約
法
に
お
い
て
は
、
契
約
の
成
立
、
解
釈
、
契
約
違
反
が
生
じ
た
際
の
救
済
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
論
点
と
さ
れ
て
い

（
（1
（

る
。
こ
れ
に
対
し

てM
uris

は
、
当
事
者
が
債
務
の
履
行
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
（
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
ら
な
い
こ
と
）

を
契
約
上
引
き
受
け
て
い
た
か
を
も
、
合
わ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す

（
（1
（

る
。

　

こ
こ
で
着
目
さ
れ
る
の
が
、
契
約
当
事
者
の
機
会
主
義
的
行
動
で
あ
る
。M

uris
に
よ
れ
ば
機
会
主
義
的
行
動
と
は
、
一
方
当
事
者
が
、

他
方
か
ら
自
身
へ
利
益
を
移
動
さ
せ
る
目
的
で
、
明
示
の
契
約
内
容
に
は
反
し
な
い
も
の
の
、
他
方
当
事
者
の
期
待
か
ら
外
れ
る
よ
う
な
行

（
10
）
樋
口
範
雄
『
ア
メ
リ
カ
不
法
行
為
法
』
弘
文
堂
（
二
〇
〇
九
年
）
九
頁
。

（
11
）
と
り
わ
け
、
ア
メ
リ
カ
契
約
法
の
歴
史
研
究
か
ら
、
厳
格
責
任
の
考
え
方
に
よ
っ
て
契
約
法
か
らfault

を
排
除
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
そ
の

必
然
性
を
裏
付
け
る
材
料
は
必
ず
し
も
豊
富
に
見
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、十
分
に
分
析
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
な
い
と
す
る
議
論
が
あ
る
。

契
約
責
任
を
厳
格
責
任
と
す
る
理
解
は
、
奇
妙
な
こ
と
に
必
ず
し
も
大
き
な
論
点
と
な
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の
根
拠
は
十
分
な
議

論
を
経
た
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
。Roy K

reitner, Fault and the Contract-T
ort Interface, in FA

U
LT

 IN
 A

M
ERICA

N
 

CO
N

T
RA

CT
 LA

W
 101 (O

m
ri Ben-Shahar &

 A
riel Porat eds., 2010).
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動
を
と
る
こ
と
を
指

（
（1
（

す
。
契
約
当
事
者
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ
き
か
（
あ
る
い
は
と
る
べ
き
で
な
い
か
）
判
断
す
る
際
に
、
機
会
主

義
的
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
裁
判
所
は
、
契
約
当
事
者
が
機
会
主
義
的
行
動
を
取
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
取
り
締
ま
り
、
そ
の
よ
う
な

行
動
を
抑
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

M
uris

が
契
約
法
に
お
い
て
機
会
主
義
的
行
動
が
問
題
と
な
る
例
と
し
て
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
の
修
正
・
変

更
（m

odification
）、
契
約
の
信
義
誠
実
（good faith

）
に
の
っ
と
っ
た
履
行
、
契
約
に
適
合
し
な
い
物
品
の
提
供
（nonconform

ing 

tenders

）、
損
害
賠
償
額
の
予
定
条
項
（stipulated dam
age clauses

）
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

機
会
主
義
的
行
動
が
問
題
と
な
る
の
か
見
て
み
る
。

一　

契
約
の
修
正
・
変
更

　

第
一
に
、M

uris

は
、
数
多
く
の
上
訴
裁
判
所
が
、
一
方
の
当
事
者
の
契
約
上
の
権
利
は
拡
大
せ
ず
義
務
の
み
を
拡
大
す
る
よ
う
な
内
容

の
契
約
の
修
正
に
関
す
る
事
案
を
扱
っ
て
い
る
と
い

（
（1
（

う
。
例
え
ば
、
建
築
会
社
が
、
二
年
間
、
月
三
，
〇
〇
〇
ド
ル
の
契
約
で
建
築
士
を
雇

用
し
た
と
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
建
築
士
が
精
通
し
た
こ
ろ
、
建
築
士
は
会
社
に
対
し
、
月
四
，
〇
〇
〇
ド
ル
支
払
わ
な

け
れ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
成
さ
せ
な
い
と
通
達
す
る
。
こ
の
よ
う
な
値
段
の
釣
り
上
げ
を
裁
判
所
が
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
は

ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て
、
会
社
は
建
築
士
の
要
求
を
飲
ま
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
多
い
。
と
い
う
の
も
、
か
わ
り
と
な
る
建
築
士
を
短
期
間

で
探
す
の
は
難
し
い
し
、
し
か
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
特
殊
な
知
識
や
関
係
を
持
っ
て
い
る
建
築
士
が
必
要
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。

特
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
成
の
た
め
、
新
た
に
雇
用
し
た
建
築
士
に
急
い
で
仕
事
を
進
め
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
会

社
は
、
四
，
〇
〇
〇
ド
ル
よ
り
高
額
な
金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
会
社
が
三
，
〇
〇
〇
ド
ル
以
下
で

か
わ
り
の
建
築
士
を
探
す
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
、
建
築
士
は
給
料
の
増
額
を
見
込
め
る
だ
ろ
う
。
こ
の
例
の
よ
う
な
契
約
の
修
正
が
な
さ
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れ
た
場
合
、
会
社
は
建
築
士
に
よ
り
高
額
な
金
額
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
建
築
士
は
以
前
に
約
束
し
た
こ
と
を
履
行
す
れ
ば
よ
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
契
約
法
の
専
門
用
語
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
の
修
正
は
約
因
の
欠
落
に
当
た
る
と
さ
れ

（
（1
（

る
。M

uris

は
、
機
会
主
義
的
な
修

正
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
契
約
の
修
正
・
変
更
の
複
雑
な
特
徴
を
と
ら
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
い
う
。

二　

信
義
則

　

第
二
に
、M

uris

は
、
機
会
主
義
的
行
動
の
よ
う
な
外
的
な
要
素
が
、
黙
示
の
合
意
の
解
釈
に
よ
っ
て
契
約
内
容
に
取
り
込
ま
れ
る
可
能

性
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
信
義
則
を
挙
げ
て
い

（
（1
（

る
。
二
〇
〇
一
年
改
正U

CC

第
一
篇
（
総
則
）§1-304

で
は
、「（
統

一
商
事
法
典
の
）
対
象
と
す
る
契
約
ま
た
は
義
務
に
つ
い
て
、
そ
の
履
行
お
よ
び
強
制
に
お
い
て
こ
れ
を
信
義
誠
実
に
行
う
義
務
を
負
う
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
九
章
（
契
約
上
の
債
務
の
範
囲
）
二
節
（
公
正
さ
と
公
の
利
益
の
考
慮
）

§205

は
、「
す
べ
て
の
契
約
は
、そ
の
履
行
お
よ
び
強
行
に
あ
た
っ
て
、信
義
誠
実
お
よ
び
公
正
取
引
の
義
務
を
各
当
事
者
に
課
す
」
と
す
る
。

good faith

の
定
義
は
、「
当
該
行
為
ま
た
は
当
該
取
引
に
お
い
て
実
際
に
誠
意
が
あ
り
、
か
つ
、
取
引
に
お
け
る
公
正
な
行
動
に
関
す
る

商
業
上
の
合
理
的
基
準
を
遵
守
す
る
こ

（
（1
（

と
」
と
い
う
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、U

CC

で
は
十
三
の
規
定
が
信
義
則
を
明
記
し
て
お
り
、
そ
の

他
の
二
十
の
規
定
に
お
い
て
信
義
則
を
含
む
コ
メ
ン
ト
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
所
は
、
契
約
の
あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
セ
ス
─
─
交
渉

か
ら
救
済
ま
で
─
─
に
お
い
て
信
義
則
が
か
か
わ
る
と
し
て
き
た
。

　

信
義
誠
実
の
法
理
が
適
用
さ
れ
得
る
具
体
的
な
場
面
は
、
以
下
の
通
り
で
あ

（
（2
（

る
。
契
約
を
締
結
す
る
際
、
特
定
の
契
約
条
項
（
売
買
の
目

的
物
の
量
、
価
格
、
履
行
期
な
ど
）
に
つ
い
て
定
め
ず
、
後
に
決
定
す
る
こ
と
で
当
事
者
が
合
意
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
必
要
量
契

約
に
お
い
て
は
、
売
買
の
目
的
物
の
量
に
関
す
る
決
定
が
締
結
時
に
な
さ
れ
な
い
。
買
主
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
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で
、
表
面
上
の
必
要
量
を
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
、
取
引
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
立
場
に
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
割
合
賃
料
に
よ
る

商
事
賃
貸
借
契
約
で
は
、
価
格
（
賃
料
）
に
関
す
る
条
項
を
未
定
と
し
、
賃
借
人
の
販
売
量
等
の
割
合
に
よ
っ
て
支
払
期
に
お
け
る
価
格
が

決
定
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
賃
借
人
は
顧
客
を
別
の
店
舗
に
ふ
り
む
け
る
な
ど
し
て
、
賃
料
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

よ
う
に
、
特
定
の
契
約
条
項
に
つ
い
て
、
一
方
当
事
者
が
自
ら
の
裁
量
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
そ
の
当
事
者
は
信
義
誠
実
に
行

動
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

（
（2
（

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
特
定
の
契
約
条
項
に
つ
い
て
後
か
ら
影
響
を
与
え
得
る
立
場
に
あ
る
契
約
当
事
者
に
は
、
信
義
誠
実
な
行
動
が
求
め
ら

れ
（
（2
（

る
。
そ
し
て
、
信
義
誠
実
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
当
事
者
が
そ
の
よ
う
に
行
動
し
た
目
的
・
意
図
が
重
視
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
何
ら

か
の
取
引
上
の
合
理
的
な
理
由
の
た
め
で
は
な
く
、
単
に
自
ら
の
利
益
の
た
め
だ
け
に
契
約
条
項
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。

　

M
uris

は
、
特
に
契
約
の
履
行
に
お
け
る
信
義
則
に
着
目
し
、
履
行
の
妨
害
、
生
産
物
一
括
売
買
契
約
、
割
合
賃
料
に
よ
る
賃
貸
借
、
不

誠
実
な
解
釈
、
悪
意
の
あ
る
実
質
的
履
行
を
例
と
し
て
挙
げ

（
（2
（

る
。
こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
、
信
義
則
へ
の
信
頼
が
機
会
主
義
的
行
動
に
対

す
る
一
般
的
な
反
応
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
り
も
っ
と
統
一
的
な
も
の
と
し
て
信
義
則
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
（
（2
（

う
。
機
会
主
義
的
行
動
の
抑
止
と
い
う
観
点
か
ら
不
誠
実
さ
へ
の
批
判
を
と
ら
え
る
こ
と
は
、
そ
の
他
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
よ
り
も
、

よ
り
論
理
的
厳
密
さ
を
伴
う
基
礎
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

裁
判
所
は
、
信
義
誠
実
と
い
う
規
範
的
要
素
を
通
じ
て
、
当
事
者
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
を
考
慮
し
、
契

約
責
任
を
判
断
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。こ
こ
で
は
、明
示
的
な
契
約
条
項
の
違
反
と
ど
ま
ら
な
い
規
範
的
な
要
素
が
帰
責
根
拠
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、fault

が
顕
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
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三　

契
約
に
適
合
し
な
い
物
品
の
提
供

　

第
三
に
、
契
約
に
適
合
し
な
い
物
品
の
提
供
が
な
さ
れ
た
と
き
、
買
主
は
売
買
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
物
品
を
売
主
に
返
し
て
も
良
い
し
、

使
用
あ
る
い
は
転
売
す
る
た
め
に
物
品
を
受
取
り
、
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。M

uris

は
、
い
ず
れ
の
救
済
方
法
を
選
択
す

る
か
で
異
な
る
の
は
費
用
だ
け
で
は
な
い
と
し
、
買
主
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
着
目
す

（
（2
（

る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
締
結
時
か
ら
市
場
価
値
が
下

が
っ
た
等
の
理
由
に
よ
り
、
買
主
が
物
品
を
売
主
に
返
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
買
主
は
売
主
に
リ

ス
ク
を
移
し
た
い
と
考
え
、買
主
が
売
主
の
出
費
と
ひ
き
か
え
に
利
益
を
得
る
と
い
う
形
で
、利
益
が
当
事
者
間
で
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

契
約
法
が
買
主
の
機
会
主
義
的
な
救
済
の
選
択
を
許
す
の
な
ら
、
買
主
は
瑕
疵
を
探
し
出
し
た
り
、
些
細
な
瑕
疵
を
強
調
し
た
り
し
て
、
物

品
を
返
却
し
よ
う
と
し
か
ね
な
い
。
逆
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
主
義
的
な
救
済
を
許
さ
な
け
れ
ば
、
当
事
者
は
コ
ス
ト
を
最
小
化
す
る
救
済

を
選
択
す
る
よ
う
に
な
る
。
転
売
す
る
こ
と
が
好
ま
し
く
、
ま
た
買
主
が
、
売
主
に
物
品
を
返
却
し
て
転
売
さ
せ
る
費
用
よ
り
も
低
額
で
自

ら
転
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
機
会
主
義
的
な
選
択
が
許
さ
れ
な
い
な
ら
、
契
約
法
に
よ
っ
て
二
つ
の
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と

し
て
も
、
買
主
は
物
品
を
受
け
取
っ
て
転
売
す
る
だ
ろ
う
。

四　

損
害
賠
償
額
の
予
定
条
項

　

第
四
に
、
契
約
当
事
者
は
あ
ら
か
じ
め
、
契
約
に
違
反
し
た
側
が
支
払
う
金
額
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
損
害
賠
償
額

の
予
定
条
項
の
必
要
条
件
（
十
分
条
件
で
は
な
い
が
）
は
、
条
項
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
額
が
契
約
違
反
の
被
害
者
側
を
過
剰
補
償
す
る
こ

と
で
あ
る
。M

uris

は
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
条
項
と
違
約
罰
条
項
と
の
間
に
は
、
理
性
的
な
区
別
が
存
在
す
る
と
し
、
そ
の
区
別
に
よ
っ

て
機
会
主
義
的
行
動
を
抑
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す

（
（2
（

る
。
実
際
の
損
害
賠
償
額
を
超
え
る
金
額
を
要
求
す
る
条
項
は
、
機
会
主
義
的

行
動
を
と
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
得
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
条
項
を
包
含
す
る
こ
と
で
、
債
権
者
は
、
債
務
者
の
履
行
よ
り
も
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債
務
者
の
違
反
に
よ
っ
て
よ
り
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
契
約
違
反
を
引
き
起
こ
そ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
の
で
あ
る
。

　

上
述
し
た
い
ず
れ
の
例
に
お
い
て
も
、M

uris

は
、
機
会
主
義
的
行
動
の
判
断
は
複
雑
で
あ
り
困
難
だ
と
指
摘
す

（
（2
（

る
。
一
方
で
、
こ
れ
ら

の
例
は
三
つ
の
明
確
な
特
徴
を
共
有
す
る
と
い
う
。す
な
わ
ち
、（
ⅰ
）い
ず
れ
も
契
約
が
形
成
さ
れ
た
後
の
行
動
が
問
題
と
な
る
。ま
た
、（
ⅱ
）

こ
れ
ら
の
例
に
通
常
適
用
さ
れ
る
法
の
重
要
な
部
分
が
、
一
般
的
に
、
や
っ
か
い
で
あ
る
と
か
不
可
解
で
あ
る
と
か
い
っ
た
扱
い
を
受
け
て

き
た
。
最
後
に
、（
ⅲ
）こ
れ
ま
で
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
法
の
一
貫
性
が
認
識
さ
れ
る
。
実
際
に
は
裁
判
所
は
、
機
会
主
義
的
行
動
を
抑

止
す
る
た
め
の
条
項
を
示
唆
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、M

uris

に
よ
れ
ば
、
契
約
違
反
や
契
約
責
任
の
有
無
は
、
債
務
者
が
明
示
的
な
合
意
に
反
し
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
決
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
機
会
主
義
的
行
動
の
よ
う
な
、
当
事
者
が
契
約
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
意
思
と
は
直
接
関
わ
り
の
な
い
、
い
わ
ば
介

入
的
な
要
素
に
よ
っ
て
契
約
責
任
が
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
厳
格
責
任
主
義
の
立
場
か
ら
は
、
当
事
者
が
契
約
責
任
を
負
う
か
否
か
は
自

ら
合
意
し
た
契
約
上
の
義
務
に
反
し
た
か
否
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
あ
り
、
当
事
者
が
契
約
上
な
す
べ
き
こ
と
は
契
約
上
引
き
受
け
た
こ

と
か
ら
導
か
れ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
契
約
に
外
在
的
な
要
素
に
よ
っ
て
当
事
者
が
な
す
べ
き
こ
と
を
定
め
よ
う
と
す

るM
uris

の
考
え
方
は
、
厳
格
責
任
主
義
の
立
場
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
でM

uris

は
、
契
約
責
任
を
厳
格
責

任
と
と
ら
え
る
立
場
を
疑
問
視
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
12
）M

uris 1981, supra note 5.

（
13
）
本
稿
第
一
章
参
照
。

（
14
）M

uris 1981, supra note 5 at 521.

（
15
）Ibid.
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（
16
）Id. at 532.

（
17
）REST

A
T

EM
EN

T
 (SECO

N
D

) O
F CO

N
T

RA
CT

S §75 (1)-(2)

。

（
18
）M

uris 1981, supra note 5, at 552.

（
19
）U

CC§1-201 (20). 

商
人
に
関
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。U

CC§2-103 (1) (b).

（
20
）M

uris 1981, supra note 5, at 552-553.

（
21
）Ibid.

（
22
）
な
お
、
信
義
誠
実
の
法
理
は
、
弱
い
立
場
に
あ
る
契
約
当
事
者
の
救
済
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
交
渉
力
や
情
報
収
集
力
で
劣

る
弱
者
の
保
護
の
た
め
の
規
定
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
典
型
的
に
は
、
交
渉
力
の
対
等
な
当
事
者
、
洗
練
さ
れ
た
事
業
者
間
の
取
引
が
対
象

で
あ
る
。契
約
条
項
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
否
か
と
い
う
意
味
で
の
立
場
の
強
弱
は
、当
事
者
の
交
渉
力
の
差
か
ら
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、

両
当
事
者
自
身
の
合
意
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。Burton, Breach of Contract and the Com

m
on Law

 D
uty to Perform

 in G
ood 

Faith, 94 H
A

RV
. L. REV

. 369 (1980).

（
23
）M

uris 1981, supra note 5, at 553-571.

（
24
）
同
様
の
観
点
か
ら
、
よ
り
詳
細
にU

CC
を
は
じ
め
と
す
る
契
約
法
に
お
け
る
信
義
則
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、Robert S. Sum

m
ers, 

G
ood Faith in G

eneral Contract Law
 and the Sales Provisions of the U

niform
 Com

m
ercial Code, 54 V

A
. L. REV

. 195 
(1968).

（
25
）M

uris 1981, supra note 5, at 573.

（
26
）Id. at 580; Roger LeRoy M

iller &
 T

im
othy J. M

uris, Liquidated D
am

ages v. Penalties: Sense or N
onsense?, 351 W

IS. L. 
REV

. 365 (1978).

（
27
）M

uris 1981, supra note 5, at 589-590.
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第
三
節　

Cohen

の
見
解

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
契
約
法
の
伝
統
的
な
立
場
は
、
契
約
責
任
は
厳
格
責
任
で
あ
る
と
考
え
る
。
過
失
責
任
主
義
（fault 

principle

）
が
、
不
法
行
為
法
の
最
も
重
要
な
原
則
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
さ
れ
る
一
方
で
、
契
約
責
任
の
判
断
に
お
け
るfault

の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
議
論
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
一
九
九
二
年
以
降
のCohen

に
よ
る
一
連
の
研

（
（2
（

究
を
は
じ
め
と

し
て
、
近
年
、
ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
け
るfault

の
役
割
が
様
々
な
角
度
か
ら
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

Cohen

は
経
済
学
的
視
点
か
ら
、
契
約
責
任
の
決
定
に
あ
た
っ
て
債
務
者
のfault

を
考
慮
す
る
こ
と
の
意
義
を
唱
え
た
。
そ
し
て
、
契

約
当
事
者
の
機
会
主
義
的
な
行
動
をfault

と
し
て
評
価
し
、
実
際
に
救
済
の
場
面
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
なfault

を
評
価
し
た
う
え
で

契
約
責
任
の
有
無
が
判
断
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
な
お
、
契
約
に
お
け
る
機
会
主
義
的
な
行
動
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
一
年
のM

uris

の
論
文
に
お
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
契
約
当
事
者
が
機
会
主
義
的
に
行
動
し
た
こ
と
を
必
ず
し
もfault

と
評
価
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
明
示
さ
れ
た
契
約
内
容
に
と
ど
ま
ら
な
い
黙
示
の
合
意
を
読
み
込
む
こ
と
で
、
裁
判
所
が
機
会
主
義
的
行
動
を

抑
止
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。M

uris

の
指
摘
は
、
債
務
者
が
明
示
さ
れ
た
契
約
内
容
に
反
し
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
契
約
責
任
を

成
立
さ
せ
る
伝
統
的
な
厳
格
責
任
の
立
場
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
近
年
の
ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
け
るfault

論
と
共
通
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
特
に
救
済
―
―
損
害
賠
償
請
求
及
び
金
銭
債
務
の
履
行
請
求
が
年
頭
に
置
か
れ
る
―
―
の
場
面
に
お
い
て
、
契
約
当
事
者
の

fault

が
い
か
に
評
価
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
を
中
心
に
、
学
説
の
状
況
を
概
観
す
る
。

一　

厳
格
責
任
主
義
へ
の
反
論
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Cohen

は
、
厳
格
責
任
主
義
を
正
当
化
す
る
立
場
を
伝
統
的
な
も
の
と
経
済
学
的
な
も
の
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
反
論
を
加
え
て

い
（
（2
（

る
。

　

第
一
に
、
厳
格
責
任
主
義
を
採
用
す
る
伝
統
的
な
立
場
は
、
契
約
は
相
互
の
約
束
の
交
換
で
あ
る
と
す

（
（3
（

る
。
契
約
法
に
お
い
て
、
責
任
は

当
事
者
相
互
の
合
意
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
しfault

は
、
合
意
と
は
異
な
る
外
在
的
な
評
価
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

fault

は
契
約
法
に
は
馴
染
ま
な
い
。
契
約
責
任
の
決
定
に
あ
た
っ
て
唯
一
関
連
の
あ
るfault

は
、
当
事
者
が
合
意
に
違
反
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
対
し
、Cohen

は
、約
束
の
強
制
が
当
事
者
の
相
互
の
意
思
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、

必
ず
し
も
厳
格
責
任
を
意
味
し
な
い
と
い

（
（3
（

う
。

　

第
二
に
、
経
済
学
の
視
点
か
ら
厳
格
責
任
主
義
を
正
当
化
す
る
立
場
が
あ

（
（3
（

る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
も
、
伝
統
的
な
説
明
と
同
様
、
裁
判
所

は
当
事
者
の
相
互
の
意
思
に
よ
っ
て
合
意
を
強
制
す
べ
き
だ
と
す
る
が
、
そ
の
理
由
づ
け
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
学
的
な
立
場
は
、

契
約
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
を
最
大
に
す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
あ
る
。
裁
判
所
が
合
意
に
基
づ
か
ず
に
当
事
者
を
規
制
し
よ
う
と
す

れ
ば
、
利
益
は
最
大
化
さ
れ
な
い
。
個
々
の
契
約
当
事
者
が
明
確
に
厳
格
責
任
を
好
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
経
済
学
者
は
、
多
く
の

当
事
者
が
厳
格
責
任
を
好
む
と
想
定
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
立
場
に
よ
れ
ば
、
厳
格
責
任
主
義
が
よ
り
効
率
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ

（
（3
（

る
。（
ⅰ
）
契
約
違
反
か
ら

生
じ
る
損
害
に
つ
て
は
、
違
反
を
犯
し
た
債
務
者
の
側
が
よ
り
よ
い
リ
ス
ク
回
避
者
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
履
行
の
コ
ス
ト
を
上
げ
た
り
価

値
を
失
わ
せ
た
り
す
る
リ
ス
ク
を
よ
り
よ
く
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
務
者
に
厳
格
責
任
を
課
す
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
リ
ス
ク
回
避
者

に
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
効
率
的
で
あ
る
。（
ⅱ
）
ま
た
、fault

を
基
礎
と
す
る
責
任
ル
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
は
よ

り
高
額
な
訴
訟
費
用
を
負
担
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
裁
判
所
は
、fault

の
有
無
や
算
定
の
た
め
に
よ
り
コ
ス
ト
を
必
要
と
す

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
コ
ス
ト
は
、fault

を
基
礎
と
す
る
責
任
ル
ー
ル
を
採
用
し
た
場
合
の
利
益
を
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
る
。（
ⅲ
）
最
後
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に
、fault

の
判
断
に
よ
っ
て
規
律
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
契
約
当
事
者
は
裁
判
所
よ
り
よ
く
備
え
て
い
る
。
よ
っ
て
当
事
者
は
、

裁
判
所
に
よ
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
強
制
よ
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
強
制
を
好
む
。

　

こ
の
よ
う
な
立
場
に
対
し
て
、Cohen

は
い
ず
れ
の
理
由
付
け
も
説
得
的
で
は
な
い
と
主
張
す

（
（3
（

る
。（
ⅰ
）
経
済
学
者
の
い
う
よ
り
よ
い

リ
ス
ク
回
避
者
の
議
論
は
、
む
し
ろ
、fault

論
を
サ
ポ
ー
ト
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
契
約
違
反
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
債
務
者
だ
け
で
は
な
く
、
債
権
者
が
、
履
行
へ
の
適
切
な
信
頼
や
協
力
を
通
じ
て
リ
ス
ク
を
よ
り
よ
く
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る

可
能
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。（
ⅱ
）
さ
ら
にCohen

は
、
厳
格
責
任
主
義
に
よ
れ
ば
紛
争
解
決
コ
ス
ト
を
減
ら
せ
る
と
い
う
議
論
は
ま
っ
た

く
不
透
明
で
あ
る
と
批
判
す
る
。fault

を
基
礎
と
す
る
責
任
ル
ー
ル
の
も
と
で
は
、
例
え
ば
、
当
事
者
に
よ
るfault

の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
裁

判
所
は
簡
単
に
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。fault

は
誰
も
が
無
制
限
に
主
張
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。（
ⅲ
）
最
後
に
、
契
約

当
事
者
が
裁
判
所
で
は
な
く
自
らfault
を
判
断
す
る
こ
と
を
望
む
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
判
断
は
結
局
、
裁
判
所
に
よ
る
契
約
当
事
者

の
意
思
の
解
釈
に
帰
着
す
る
。

二　

債
権
者
の
損
害
軽
減
義
務

　

こ
の
よ
う
にCohen

は
、
契
約
違
反
の
救
済
に
お
け
る
責
任
判
断
に
あ
た
っ
て
、
純
粋
な
厳
格
責
任
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
の
み
契
約
法

を
と
ら
え
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
にCohen

は
、
契
約
法
に
お
け
るfault

が
、
様
々
な
根
拠
か
ら
、
よ
り
広
い
場
面
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
う
る
こ
と
を
示
唆
す

（
（3
（

る
。

　

厳
格
責
任
は
、
当
事
者
は
自
己
の
自
由
な
意
思
で
契
約
を
締
結
し
、
ゆ
え
に
契
約
に
拘
束
さ
れ
る
と
す
る
が
、
こ
れ
は
、（
ⅰ
）
当
事
者

双
方
の
意
思
は
明
確
で
あ
る
、
あ
る
い
は
容
易
に
確
定
で
き
る
、（
ⅱ
）
当
事
者
双
方
の
意
思
は
内
在
的
な
も
の
で
、
介
入
的
な
い
し
規
範

的
なfault

概
念
と
は
相
い
れ
な
い
、
と
の
前
提
か
ら
成
り
立
っ
て
い

（
（3
（

る
。
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し
か
しCohen

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
前
提
は
疑
わ
し

（
（3
（

い
。
第
一
に
、
契
約
意
思
は
不
明
確
で
し
ば
し
ば
争
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

parol evidence rul

（
（3
（e

やm
erger claus

（
（3
（e

の
存
在
が
、
契
約
意
思
確
定
の
困
難
の
証
左
で
あ
る
。
そ
こ
で
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
契
約
意

思
を
解
釈
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
あ
る
べ
き
解
釈
を
押
し
つ
け
て
い
る
。
第
二
に
、
債
務
の
内
容
に
よ
っ
て
は
相
手
方
が
履
行
そ
の
も
の

を
保
障
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
当
事
者
が
最
善
・
合
理
的
な
注
意
を
尽
く
せ
ば
十
分
だ
と
考
え
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
実
際

に
は
、fault

が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

　

ま
た
、
法
と
経
済
学
の
議
論
か
ら
も
、
効
率
性
の
観
点
か
ら
厳
格
責
任
が
支
持
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。
契
約
違
反
の
原
因
は
、
不
法
行
為
法
に
お

け
る
事
故
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
り
、（
契
約
違
反
に
陥
っ
た
）債
務
者
は
不
法
行
為
の
加
害
者
と
同
じ
よ
う
に
予
防
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
債
務
者
が
よ
り
よ
い
リ
ス
ク
負
担
者
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
契
約
違
反
に
陥
れ
ば
（
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
か
っ
た
の
な
ら

ば
）
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
しCohen

は
、
不
法
行
為
と
契
約
に
は
、
帰
責
根
拠
に
関
連
す
る
重
要
な
違
い
が
二
つ
あ
る
と
指
摘
す

（
（4
（

る
。
第
一
に
、
も
と
も
と

債
務
者
と
契
約
関
係
に
あ
っ
た
債
権
者
は
、
不
法
行
為
の
被
害
者
よ
り
も
効
率
的
な
損
害
軽
減
者
で
あ
る
し
、
ま
た
、
債
務
者
よ
り
も
効
率

的
な
損
害
軽
減
者
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
第
二
に
、契
約
に
お
い
て
は
、機
会
主
義
的
行
動
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
機
会
主
義
的
行
動
は
、

関
係
的
特
殊
的
投
資
の
場
面
だ
け
で
な
く
、
契
約
の
過
程
で
一
方
が
他
方
に
損
害
を
与
え
ら
れ
る
立
場
に
立
つ
よ
う
な
場
面
す
べ
て
で
問
題

と
な
る
。
当
事
者
が
契
約
の
相
手
方
を
注
意
深
く
選
ん
だ
り
、
契
約
書
を
う
ま
く
書
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
裁
判
所
の
介
入
な
し
に
機
会
主

義
的
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
い
う
考
え
は
誤
っ
て
い
る
。
よ
っ
てCohen

は
、
契
約
に
関
す
る
紛
争
で
は
、
ど
ち
ら
が
よ
り
よ

く
契
約
違
反
を
予
防
で
き
る
か
だ
け
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
が
よ
り
よ
く
損
害
を
軽
減
で
き
る
か
、
ど
ち
ら
が
よ
り
機
会
主
義
的
に
行
動
し
た

か
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

（
（4
（

る
。

　

な
お
、
債
権
者
の
損
害
軽
減
義
務
は
、「
損
害
賠
償
の
制
限
と
し
て
の
回
避
可
能
性
」
と
し
て
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
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十
六
章
（
救
済
方
法
）§350

に
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。「（
１
）
第
二
項
に
定
め
る
場
合
を
の
ぞ
き
、
契
約
違
反
を
受
け
た
当

事
者
が
、
不
当
な
リ
ス
ク
・
負
担
・
屈
辱
感
を
伴
う
こ
と
な
く
、
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
の
損
失
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
を
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。」「（
２
）
契
約
違
反
を
受
け
た
当
事
者
は
、
損
失
を
回
避
す
る
た
め
に
し
た
合
理
的
な
努
力
が
不
成
功
に
終
わ
っ
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、そ
れ
が
合
理
的
な
努
力
で
あ
る
限
度
に
お
い
て
、第
一
項
に
定
め
る
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
賠
償
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。」

　

債
権
者
が
契
約
違
反
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
自
ら
の
合
理
的
な
行
為
に
よ
っ
て
相
当
に
減
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
債
権
者
は
、
損
害

を
軽
減
す
る
合
理
的
措
置
を
と
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
、
債
権
者
が
こ
れ
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
原
因
に
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
の
損

害
賠
償
は
否
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
損
害
軽
減
の
法
理
、
あ
る
い
は
、
回
避
可
能
な
結
果
の
法
理
（avoidable consequences rules

）
と

も
呼
ば
れ
る
。

　

損
害
軽
減
の
法
理
は
、
債
権
者
に
経
済
的
損
失
の
防
止
行
動
を
と
る
よ
う
働
き
か
け
る
効
果
を
も

（
（4
（

つ
。
ま
た
、
救
済
の
範
囲
を
当
事
者
の

意
思
に
沿
っ
た
も
の
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
に
債
権
者
は
、
代
替
取
引
を
行
う
こ
と
で
損
害
軽
減
を
は
か
り
や
す
い
立
場
に
あ
る
と
い

え
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
安
価
に
軽
減
を
は
か
る
こ
と
の
で
き
る
当
事
者
に
そ
の
義
務
を
課
す
の
が
、
通
常
の
契
約
当
事
者
の
意
思
で
あ
る
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
損
害
軽
減
義
務
は
間
接
義
務
で
あ
り
、
債
権
者
が
損
害
軽
減
の
合
理
的
手
段
を
と
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
債
務

者
か
ら
義
務
違
反
を
追
及
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
単
に
、
そ
の
分
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
債
権

者
が
当
該
状
況
で
合
理
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
が
立
証
責
任
を
負
う
。

　

損
害
軽
減
の
法
理
は
、
損
害
の
発
生
や
拡
大
に
つ
い
て
債
権
者
が
寄
与
し
て
い
た
場
合
に
、
そ
れ
を
評
価
し
て
賠
償
額
を
制
限
す
る
も
の

で
あ

（
（4
（

り
、
賠
償
額
の
決
定
に
あ
た
っ
て
債
権
者
のfault

が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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三　

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
お
け
るfault

　

さ
ら
にCohen

は
、
損
害
賠
償
額
の
決
定
の
枠
組
み
に
お
い
て
も
、
厳
格
責
任
を
徹
底
す
る
こ
と
へ
の
疑
問
を
提
示
し
て
い

（
（4
（

る
。
厳
格

責
任
の
立
場
か
ら
は
期
待
利
益
の
賠
償
の
優
先
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
幻
で
あ
る
と
い
う
。
実
際
に
は
、
契
約
法
で
は
信
頼

利
益
の
賠
償
や
原
状
回
復
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、損
害
軽
減
義
務
、予
見
可
能
性
、明
確
性
に
よ
っ
て
期
待
利
益
の
賠
償
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。

　

裁
判
所
は
契
約
の
実
質
的
履
行
、
価
値
の
減
少
（
財
産
の
毀
損
前
後
の
財
産
価
値
の
差
）
の
二
つ
の
基
準
を
用
い
て
期
待
利
益
の
賠
償
を

算
定
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ

（
（4
（

る
。
ま
た
、
裁
判
所
は
、
不
履
行
の
原
因
を
内
包
す
る
当
事
者
の
帰
責
根
拠
に
よ
り
損
害
賠
償
額
を
決
め
る
こ

と
で
、
当
事
者
の
最
適
な
行
動
を
促
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
債
務
者
の
帰
責
根
拠
が
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
債
権

者
に
、
期
待
利
益
の
賠
償
や
利
益
吐
出
し
型
の
原
状
回
復
な
ど
、
高
額
な
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
債
務
者
の
帰
責
根
拠
が
そ
れ

ほ
ど
非
難
に
値
し
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
信
頼
利
益
の
賠
償
や
弁
償
型
の
原
状
回
復
な
ど
、
債
権
者
に
は
低
額
な
損
害
賠
償
し
か
認
め
ら

れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
単
に
契
約
に
違
反
し
た
こ
と
に
尽
き
な
い
債
務
者
の
帰
責
根
拠
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
損
害
賠
償
額
の
決
定
は
機
会
主
義

的
契
約
違
反
の
抑
止
と
し
て
の
機
能
を
持

（
（4
（

つ
。
裁
判
所
は
、債
務
者
が
機
会
主
義
的
に
行
動
し
た
場
合
、よ
り
よ
い
損
害
軽
減
が
可
能
で
あ
っ

た
場
合
、
ま
た
、
履
行
し
た
方
が
双
方
に
有
利
で
あ
っ
た
場
合
に
、
期
待
利
益
の
賠
償
を
認
め
る
傾
向
に
あ
る
。
モ
ラ
ル
の
面
か
ら
も
経
済

学
の
面
か
ら
も
、
契
約
責
任
の
有
無
の
決
定
に
あ
た
っ
てfault
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
実
際
に
そ
う
で
あ
る
こ
と
は
異
議
の
な

い
事
実
で
あ
る
と
い

（
（4
（

う
。

　

契
約
責
任
の
有
無
の
判
断
だ
け
で
な
く
、
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
お
け
るfault

の
役
割
を
も
検
討
す
る
議
論
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
契
約

違
反
に
対
す
る
救
済
は
原
則
と
し
て
、
契
約
上
の
約
束
に
代
替
す
る
金
銭
賠
償
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
履
行
利
益
の
賠
償
が
原
則
と
さ
れ

（
（4
（

る
。

履
行
利
益
は
純
損
失
（net loss

）
を
回
復
す
る
権
利
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
り
、「
生
じ
た
損
失
＋
妨
げ
ら
れ
た
利
得

－

実
現
で
き
た
節
約
」
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（losses caused

＋gains prevented

－savings m
ade

）
の
公
式
に
よ
っ
て
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
履
行
利
益
の
補
償
は
、予
見
可
能
性
、

確
実
性
、
損
害
軽
減
義
務
と
い
っ
た
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
う
ち
、
後
者
二
つ
に
つ
い
て
は
、fault

の
顕

れ
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
な
お
、
債
権
者
の
損
害
軽
減
義
務
に
つ
い
て
は
、good faith

の
一
例
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

（
（5
（

る
。

　

こ
の
他
、
債
務
者
の
契
約
違
反
が
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
、
裁
判
所
が
、
こ
れ
を
理
由
に
期
待
利
益
を
選
択
し
た
り
、
違
約
罰
を

課
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
損
害
賠
償
額
を
拡
大
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
も
見
ら
れ

（
（5
（

る
。
こ
れ
は
、
故
意
の
契
約
違
反
を
好
ま
し
く
な

い
と
考
え
、
債
務
者
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
違
反
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

四　

利
益
吐
出
し
型
の
救
済

　

債
務
者
の
契
約
違
反
が
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
、
裁
判
所
は
、
こ
れ
を
理
由
に
期
待
利
益
を
選
択
し
た
り
、
違
約
罰
を
課
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
損
害
賠
償
額
を
拡
大
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
る
。
故
意
の
契
約
違
反
を
好
ま
し
く
な
い
た
め
、
債
務
者
に
よ

る
こ
の
よ
う
な
違
反
を
裁
判
所
は
抑
止
す
べ
き
で
あ
る
。

　

Bar-Gill

とBen-Shahar

は
、
不
注
意
に
よ
る
契
約
違
反
に
対
し
、
故
意
に
よ
る
損
害
は
よ
り
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主

張
す

（
（5
（

る
。
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
契
約
法
の
原
則
も
、
法
と
経
済
学
の
立
場
か
ら
も
、
こ
の
主
張
は
否
定
さ
れ
る
。
厳
格
責
任
主
義
の
立
場

か
ら
は
、
債
務
者
が
契
約
に
違
反
し
た
こ
と
を
も
っ
て
契
約
責
任
が
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
契
約
違
反
の
理
由
や
背
景
は
問
わ
れ
な
い
た
め

で
あ
る
。
し
か
し
、Bar-Gill

とBen-Shahar

は
、
異
な
る
視
点
の
法
の
経
済
分
析
に
よ
り
、
故
意
の
契
約
違
反
に
対
す
る
補
償
を
超
え

る
賠
償
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
。

　

故
意
に
契
約
に
違
反
す
る
債
務
者
は
、
平
均
よ
り
も
す
す
ん
で
不
誠
実
に
、
利
己
主
義
的
か
つ
非
生
産
的
に
ふ
る
ま

（
（5
（

う
。
こ
の
よ
う
な
行

動
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
債
務
者
は
契
約
の
尊
厳
を
損
な
い
、
契
約
違
反
に
よ
る
単
な
る
損
害
に
と
ど
ま
ら
な
い
敵
意
・
う
ら
み
を
生
じ
さ
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せ
る
。
故
意
に
契
約
に
違
反
し
た
債
務
者
は
、
契
約
違
反
に
よ
る
損
害
の
補
償
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
行
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ

と
が
推
定
さ
れ
る
結
果
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
契
約
法
の
現
状
認
識
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
規
範
的
な
主
張
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
契
約
違
反
に
対
し
て
裁

判
所
が
命
じ
る
法
的
救
済
と
し
て
、
本
来
的
賠
償
（
期
待
利
益
の
賠
償
）
に
と
ど
ま
ら
な
い
利
益
の
吐
き
出
し
が
認
め
ら
れ
う
る
と
の
検
討

が
見
ら
れ

（
（5
（

る
。
こ
れ
は
、
本
来
的
賠
償
で
売
主
の
利
得
を
す
べ
て
吐
き
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
約
束
違
反
者
に
不
公
正
な
利

得
の
保
有
を
許
さ
な
い
と
い
う
価
値
観
か
ら
、
約
束
違
反
者
の
利
得
を
受
約
者
に
吐
き
出
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
自
由

競
争
社
会
で
は
、
い
っ
た
ん
契
約
し
て
も
そ
の
契
約
か
ら
離
脱
し
て
よ
り
有
利
な
地
位
に
自
ら
を
置
く
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
約
束
違
反
者
が
契
約
か
ら
離
脱
す
る
際
に
負
う
負
担
は
、
受
約
者
の
被
っ
た
損
失
の
範
囲
に
限
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
、
単
な
る
契
約
違
反
で
は
「
不
公
正
」
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
利
益
の
吐
出
し
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
一
定
の
枠
が
は
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
加
え
て
、
利
得
吐
出
し
法
理
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
違
反
と
利
得
と
の
因
果
関
係
と
い
う
制
約
も
あ
る
。
判
例
上
認
め
ら
れ
た

ル
ー
ル
は
い
ま
だ
明
確
で
は
な
い
が
、
売
買
契
約
の
約
束
違
反
者
が
違
反
に
よ
り
獲
得
し
た
利
得
を
吐
き
出
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ル
ー
ル

は
、
悪
意
の
土
地
売
主
、
動
産
横
領
の
責
任
を
負
う
動
産
の
売
主
、
お
よ
び
買
主
の
独
占
的
な
権
利
を
侵
害
し
た
売
主
に
対
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
。

　

K
ull

は
、
契
約
違
反
に
対
す
る
利
得
吐
出
し
型
の
救
済
が
認
め
ら
れ
る
場
面
と
し
て
以
下
の
二
つ
を
挙
げ
て
い

（
（5
（

る
。
第
一
に
、
学
説
か

ら
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
た
考
え
方
と
し
て
、
機
会
主
義
的
な
契
約
違
反
の
場
面
は
、
他
人
の
法
的
利
益
を
故
意
に
、
か
つ
違
法
に
侵
害
し
た

場
面
と
類
似
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
契
約
違
反
の
場
面
で
は
、
原
告
は
、
契
約
違
反
の
結
果
被
告
が
得
た
利
益
を
与
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
機
会
主
義
的
な
契
約
違
反
を
故
意
の
権
利
侵
害
と
し
て
扱
う
こ
と
で
、
意
図
的
な
権
利
侵
害
者
に
利
益
を
と

ど
ま
ら
せ
る
こ
と
を
否
定
す
る
と
い
う
一
般
的
な
原
状
回
復
の
目
標
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
。
第
二
の
場
面
は
、
重
大
な
契
約
違
反
で
あ
り
、
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こ
れ
はK

ull

に
よ
れ
ば
よ
り
切
迫
し
た
場
面
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
、
機
会
主
義
的
な
行
動
は
な
い
が
被
告
に
責

任
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
原
告
に
は
、
原
告
の
履
行
か
ら
得
た
利
得
を
被
告
に
吐
き
出
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
得
る
。

　

こ
の
点
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
十
六
章
（
救
済
方
法
）§352

条
は
、
確
実
性
の
原
則
と
し
て
、「
合
理
的
な
程
度
の
確
実

性
を
も
っ
て
立
証
さ
れ
る
額
を
超
え
る
損
失
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
規
定
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
間
接
的
損
害
に
つ
い
て
賠
償
を
受
け
る
た
め
に
は
、
債
権
者
は
、
確
実
性
の
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

損
害
の
種
類
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
そ
の
因
果
関
係
に
お
い
て
も
確
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
等
の
興
行
の
契
約
が
違
反
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
損
害
額
が
確
実
に
立
証
さ
れ
得
る
か
問
題
と
な

（
（5
（

る
。

　

な
お
、
確
実
性
の
ル
ー
ル
は
近
年
、
そ
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
〇
一
年
改
正U

CC

第
一
篇§1-305 (a) 

の
コ
メ
ン

ト
で
は
、
損
害
は
数
学
的
な
正
確
さ
を
も
っ
て
立
証
す
る
必
要
は
な
く
、
当
該
事
件
の
事
実
が
許
す
限
り
で
の
正
確
さ
で
立
証
す
れ
ば
よ
い

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト§352

の
コ
メ
ン
ト
で
は
、契
約
違
反
が
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、

裁
判
所
が
要
件
を
緩
め
る
と
さ
れ
て
い

（
（5
（

る
。

　

原
則
と
し
て
、
相
手
方
の
契
約
責
任
を
追
及
す
る
側
が
、
確
実
性
の
ハ
ー
ド
ル
を
課
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト

メ
ン
ト
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
契
約
違
反
が
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
債
務
者
が
不
確
実
性
の
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
単
に
契
約
に
違
反
し
た
か
否
か
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
契
約
違
反
が
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
意
味
で
、
単
な
る
契
約
違
反
に
と
ど
ま
ら
な
い
債
務
者
のfault

が
、
賠
償
額
の
決
定
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
る
。
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（
28
）Cohen 1992, supra note 6; Cohen, T

he Fault Lines in Contract D
am

ages, 80 V
A

. L. REV
. 1225 (1994); Cohen, Im

plied 
T

erm
s and Interpretation in Contract Law

, 3 EN
CY

CLO
PED

IA
 O

F LA
W

 A
N

D
 ECO

N
O

M
ICS 78 (2000); Cohen, Finding 

Fault w
ith W

onnll’s “T
w

o Contractual W
rongs”, 38 SA

N
 D

IEGO
 L. REV

. 137 (2001); Cohen, T
he Fault that Lies w

ithin 
our Contract Law

, 107 M
ICH

. L. REV
. 1447 (2009); Cohen, H

ow
 Fault Shapes Contract Law

, in FA
U

LT
 IN

 A
M

ERICA
N

 
CO

N
T

RA
CT

 LA
W

 53 (O
m

ri Ben-Shahar &
 A

riel Porat eds., 2010).

（
29
）Cohen 1992, supra note 6, at 941; Cohen 2009, supra note 28, at 1447.

（
30
）Cohen 2009, supra note 28, at 1447.

（
31
）Idid.

（
32
）Idid.

（
33
）Id. at 1447-1448.

（
34
）Id. at 1448.

（
35
）Cohen 2010, supra note 28, at 53.

（
36
）Id. at 54.

（
37
）Id. at 54-56.

（
38
）contract

（
契
約
書
）、deed

（
捺
印
証
書
）、w

ill
（
遺
言
書
）
等
に
つ
い
て
、
書
面
化
さ
れ
た
合
意
内
容
な
い
し
意
思
内
容
と
異
な
る
こ
と

を
、
他
の
口
頭
証
拠
ま
た
は
文
書
証
拠
を
用
い
て
証
明
す
る
の
を
許
さ
な
い
と
い
う
準
則
。

（
39
）
完
結
条
項
。
当
事
者
間
の
合
意
は
す
べ
て
契
約
書
面
中
に
表
示
さ
れ
て
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
合
意
は
な
い
と
明
示
す
る
契
約
条
項
。
こ
の
条

項
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
契
約
はintegrated contract
（
完
結
し
た
契
約
書
）
と
さ
れ
て
、
そ
の
内
容
に
反
す
る
別
の
証
拠
の
提
出
が
制

限
さ
れ
る
。

（
40
）
本
稿
第
二
章
第
四
節
参
照
。

（
41
）Cohen 2010, supra note 28, at 57.

（
42
）
同
様
に
、Eric Posner

は
経
済
学
的
観
点
か
ら
、
厳
格
責
任
の
考
え
方
を
批
判
し
、
帰
責
根
拠
の
見
直
し
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

good faith

やbest efforts

と
い
っ
た
概
念
が
示
さ
れ
、こ
れ
は
、契
約
で
引
き
受
け
た
こ
と
を
達
成
す
れ
ば
債
務
を
履
行
し
た
こ
と
に
な
り
、



契約責任決定規範の多元性（２）

［63］北法71（5・414）1376

そ
う
で
な
け
れ
ば
た
だ
ち
に
契
約
責
任
を
負
う
と
い
う
厳
格
責
任
の
概
念
と
は
相
い
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
帰
責
根
拠
に
こ
の
よ
う
な
規
範
的
な

判
断
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
所
は
、
当
事
者
に
最
適
な
契
約
を
強
制
す
る
こ
と
が
よ
り
容
易
に
な
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
に
よ
っ
て
裁

判
所
の
調
査
の
負
担
が
増
え
、
ま
た
裁
判
所
の
ミ
ス
が
増
え
る
危
険
も
あ
る
が
、
裁
判
所
が
合
理
的
な
債
務
の
内
容
を
促
進
す
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
利
益
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
や
は
りfault

の
概
念
を
否
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
。Eric A

. Posner, Fault in Contract 
Law

, in FA
U

LT
 IN

 A
M

ERICA
N

 CO
N

T
RA

CT
 LA

W
 69-81 (Shahar &

 Porat eds., 2010).

（
43
）Cohen 2010, supra note 28, at 61.

（
44
）
損
害
軽
減
義
務
が
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
損
害
の
発
生
・
拡
大
に
債
権
者
が
寄
与
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
契
約
違
反
そ
の
も
の
が
生
じ
る

に
あ
た
っ
て
、
債
権
者
が
寄
与
し
て
い
た
場
面
は
、
介
入
行
為
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
。
実
務
上
は
区
別
が
難
し
く
、
判
例
も
相
互

交
換
的
に
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
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用
い
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い
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さ
れ
る
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約
違
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の
発
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と
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損
害
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発
生
・
拡
大
と
は
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英
米
法
やCISG
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は
理
論
上

区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
法
で
は
し
ば
し
ば
両
者
を
区
別
せ
ず
に
「
損
害
軽
減
義
務
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
45
）Cohen 2010, supra note 28, at 61.

（
46
）
賠
償
額
の
決
定
に
際
し
て
も
、
裁
判
所
はfault

を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
実
際
に
そ
う
で
あ
る
か
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
47
）Cohen 2010, supra note 28, at 64.

（
48
）Ibid.

（
49
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A
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T
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N
D

) O
F CO

N
T

RA
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S §347
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〇
〇
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年
改
正U
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。

（
50
）F. K

ESSLER &
 G. GILM

O
RE, CO

N
T

RA
CT

S 976-90 (1970).

（
51
）
後
掲
。

（
52
）O

ren Bar-Gill &
 O

m
ri Ben-Shahar, A

n Inform
ation T

heory of W
illful Breach, in FA

U
LT

 IN
 A

M
ERICA

N
 CO

N
T

RA
CT

 
LA

W
 174 (O

m
ri Ben-Shahar &

 A
riel Porat eds., 2010).

（
53
）Bar-Gill=Ben-Shahar 2010, supra note 52, at 188-189.

（
54
）H

anoch D
agan, R

estitutionary D
am

ages for Breach of Contract: A
n E

xercise in Private Law
 T

heory, I T
heoretical Inq. 

L. 115 (2000). 

ま
た
、
参
照
、
山
田
八
千
子
「
売
主
の
契
約
違
反
と
買
主
の
損
害
―
―
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
利
益
吐
出
し
法
理
の
適
用
を
め
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第
四
節　

Eisenberg

とH
illm

an

の
見
解

一　

契
約
違
反
の
反
倫
理
性
・
非
難
性
と
し
て
のfault

　

M
uris

及
びCohen

は
特
に
機
会
主
義
的
契
約
違
反
の
場
面
に
着
目
し
、
契
約
責
任
の
有
無
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
明
示
的
な
合

意
内
容
に
反
し
た
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
規
範
的
要
素
―
―
例
え
ば
機
会
主
義
的
に
行
動
し
た
こ
と
―
―
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
、
実
際
に
裁
判
例
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
の
後
、
契
約
法
に
お
け
るfault

は
様
々
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
二
〇
〇
八
年
に
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
でFault in A

m
erican Contract Law

と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
た
。

　

こ
の
成
果
を
ま
と
め
た
著
書
に
は
、
契
約
責
任
の
決
定
に
あ
た
っ
て
反
倫
理
性
・
非
難
性
を
問
題
と
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る

議
論
が
複
数
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
法
と
経
済
学
の
観
点
か
ら
、
反
倫
理
性
・
非
難
性
の
評
価
と
し
て
のfault

を
契
約
責
任
の
判
断
の
要

ぐ
っ
て
」
東
洋
法
学
三
四
巻
二
号
（
一
九
九
一
年
）
八
七
頁
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
同
法
理
の
紹
介
と
し
て
、
櫻
井
博
子
「
イ
ギ
リ

ス
法
の
契
約
違
反
に
対
す
る
利
益
の
吐
き
出
し
損
害
賠
償
の
展
開
」
東
北
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
二
〇
一
四－

三
（
二
〇
一
四
年
）
九
九
頁
。

（
55
）A

ndrew
 K

ull, D
isgorgem

ent for Breach, the “R
estitution Interest,” and the R

estatem
ent of Contracts, 79 T

EX
. L. REV

. 
2021 (2000-2001); Caprice L. Roberts, R

estitutionary D
isgorgem

ent for O
pportunistic Breach of Contract and M

itigation of 
D

am
ages, 42 LO

Y
. L. A

. L. REV
. 131 (2008-2009).

（
56
）K

ull 2000-2001, supra note 55, at 2052-2053.

（
57
）REST

A
T

EM
EN

T
 (SECO

N
D

) O
F CO

N
T

RA
CT

S §352 cm
t. a.
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素
と
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
賠
償
範
囲
・
賠
償
額
の
決
定
に
お
い
て
も
こ
れ
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

Eisenberg

は
、
契
約
責
任
は
厳
格
責
任
で
あ
る
と
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、fault

は
契
約
法
の
基
礎
を
な
す
概
念
で
あ
る
と
指
摘

す
（
（5
（

る
。
と
い
う
の
も
人
間
と
は
そ
も
そ
も
、
何
が
正
し
く
何
が
間
違
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
多
様
な
道
徳
的
判
断
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
間
の
在
り
方
を
、
契
約
法
が
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ

（
（5
（

る
。

　

最
適
な
契
約
法
の
ル
ー
ル
を
作
る
た
め
に
は
、
政
策
判
断
や
経
験
則
に
基
づ
く
提
案
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
帰
責
根
拠
を
考
慮
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
道
徳
的
な
価
値
判
断
を
取
り
込
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
帰
責
根
拠
に
は
実
に
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
契
約
法
に
お
い
て

は
以
下
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
い

（
（6
（

う
。
第
一
に
、
嘘
を
つ
く
な
ど
と
い
っ
た
、
強
い
社
会
規
範
に
違
反
す
る
よ
う
な
行
為
、
第
二
に
、
そ

れ
よ
り
は
い
く
ら
か
弱
い
社
会
規
範
に
違
反
す
る
よ
う
な
行
為
で
あ
る
。
例
え
ば
、
契
約
の
一
方
当
事
者
は
、
相
手
方
の
正
当
な
利
益
を
損

な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
ら
い
。
契
約
法
に
お
い
て
最
も
多
く
扱
わ
れ
る
帰
責
根
拠
は
後
者
に
あ
た
り
、
そ
の
代

表
的
な
も
の
は
「
過
失
」（negligence

）
あ
る
い
は
「
相
当
の
注
意
」（due care

）
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
契
約
制
度
は
、
以
下
の
三
本
の
柱
に
よ
っ
て
効
率
的
な
も
の
と
な
る
と
さ
れ

（
（6
（

る
。
す
な
わ
ち
、（
ⅰ
）
法
的
な
救
済
、（
ⅱ
）
評

判
へ
の
影
響
、
そ
し
て
（
ⅲ
）
社
会
的
規
範
の
内
在
化
で
あ
る
。
法
的
な
ル
ー
ル
や
、
世
間
で
の
評
判
へ
の
影
響
は
、
社
会
的
規
範
に
よ
っ

て
強
く
支
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
社
会
的
規
範
は
、
法
的
な
ル
ー
ル
、
評
判
へ
の
影
響
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
本
の
柱
は

一
体
と
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
法
的
な
ル
ー
ル
の
み
で
は
契
約
法
を
効
率
的
な
も
の
と
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
法
に
よ
る
紛

争
の
解
決
は
、
高
額
で
、
不
確
実
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
約
束
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
社
会
規
範
も
ま
た
、
そ
れ
の
み
で
は
不
十

分
で
あ
る
。
全
て
の
当
事
者
が
そ
の
社
会
規
範
を
内
在
化
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
評
判
も
ま
た
不
確
実
で
、
債
務
者
が

過
去
に
契
約
違
反
を
犯
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
信
頼
に
足
る
情
報
は
な
か
な
か
表
に
出
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
仮
に
情
報
が
得
ら
れ
た

と
し
て
も
注
意
を
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
多

（
（6
（

い
。
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こ
れ
ら
の
三
本
の
柱
が
一
本
で
も
失
わ
れ
る
と
、
効
率
的
な
契
約
制
度
は
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

（
（6
（

る
。
第
一
に
、
当
事
者
は
相
手
方
の

履
行
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
余
分
な
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
第
二
に
、
社
会
的
規
範
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
、

評
判
へ
の
影
響
が
持
つ
力
が
弱
ま
る
。
最
後
に
、
費
用
の
か
か
る
訴
訟
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、fault

が
契
約
法
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
最
適
な
契
約
法
で
あ
る
と
は
い
え
な
く
な
る
。

　

H
illm

an

に
よ
れ
ば
、
契
約
に
お
い
て
明
示
的
に
引
き
受
け
た
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
責
任
を
負
う
の
で
は
な
く
、
不
履
行
の
原
因
に
注
目

し
て
契
約
責
任
を
判
断
す
る
こ
と
で
、
契
約
法
に
関
す
る
紛
争
の
多
く
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

（
（6
（

る
。
そ
こ
で
、
債
務
者
が
不
履
行
に
陥
っ

た
原
因
に
即
し
て
、
契
約
違
反
を
以
下
の
三
つ
の
場
面
に
分
類
す
る
。
第
一
は
、
違
反
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
が
賠
償
責
任
よ
り
大
き
い

と
か
、損
失
の
出
る
契
約
を
締
結
し
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
た
場
合
に
、債
務
者
が
故
意
に
履
行
を
拒
否
す
る
場
面（w

illful breach

）で
あ
る
。

第
二
は
、
債
務
者
が
履
行
の
た
め
の
適
切
な
行
動
を
と
ら
ず
、
契
約
違
反
に
陥
っ
た
場
面
（negligent or reckless

）
で
あ
る
。
第
三
は
、

債
務
者
が
不
履
行
を
さ
け
る
べ
く
、あ
ら
ゆ
る
合
理
的
に
可
能
な
行
動
を
取
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、状
況
が
変
化
し
、履
行
が
不
可
能
と
な
っ

た
場
面
（unavoidable

）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
一
及
び
第
二
の
場
面
で
は
、
債
務
者
のfault

が
問
題
と
な
る
。
第
三
の
場
面
で
は
、
債

権
者
のfault

が
問
題
と
な
る
。

　

実
際
に
裁
判
例
に
は
、
契
約
責
任
や
賠
償
額
の
決
定
に
あ
た
っ
て
、fault

概
念
が
多
く
顕
れ
て
い

（
（6
（

る
。
例
え
ば
裁
判
所
は
、
債
務
者
が

ど
れ
ほ
ど
不
道
徳
な
行
い
を
し
た
か
、
非
難
に
値
す
る
行
い
を
し
た
か
を
考
慮
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
、
法
的
な
判
断
や
ル
ー
ル
に
持

ち
込
ん
で
い
る
。
あ
る
い
は
裁
判
所
は
、
公
平
で
平
等
な
取
引
を
理
想
と
し
、
当
事
者
の
行
為
が
そ
れ
に
向
け
た
合
理
的
な
も
の
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
を
考
慮
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
効
率
的
な
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
な
行
動
を
と
る
よ
う
当
事
者
に
働
き
か
け
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
働
き
か
け
に
は
、
必
然
的
に
、
不
履
行
の
原
因
や
救
済
の
決
定
が
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
場
合
が
唯
一
の

例
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
契
約
責
任
の
概
念
に
道
徳
的
な
価
値
判
断
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
議
論
は
少
な
く
な

（
（6
（

い
。
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二　

不
完
備
契
約

　

こ
の
よ
う
に
、
契
約
違
反
の
反
倫
理
性
・
非
難
性
を
評
価
す
る
も
の
と
し
てfault

を
と
ら
え
る
立
場
か
ら
は
、
し
ば
し
ば
、
意
図
的
な

契
約
違
反
は
効
率
性
の
問
題
で
は
な
く
、
モ
ラ
ル
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
主
張
が
な
さ
れ

（
（6
（

る
。
し
か
し
、
契
約
責
任
の
判
断
やfault

の
判

断
に
あ
た
っ
て
、
反
倫
理
性
や
非
難
性
と
い
っ
た
モ
ラ
ル
の
問
題
が
か
か
わ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、fault

論
の
中
で
も
意
見
の
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
多
く
の
人
が
契
約
違
反
を
モ
ラ
ル
に
反
す
る
も
の
だ
と
と
ら
え
て
い
る
理
由
は
、
契
約
に
関
す
る
誤
っ
た
認
識
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ

（
（6
（

る
。
契
約
は
往
々
に
し
て
不
完
備
な
も
の
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
事
者
は
こ
れ
を
無
視
し
、
契
約
が
単
純

な
約
束
同
士
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
か
の
よ
う
に
認
識
し
が
ち
で
あ
る
。
当
事
者
が
す
べ
き
行
為
、
す
べ
て
の
事
態
が
明
示
的
に
規
定
さ
れ
つ
く

し
て
い
る
と
き
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
契
約
に
関
連
し
て
生
じ
得
る
事
態
の
す
べ
て
に
つ
い
て
契
約
が
明
示
的
に
規
定
し
て
い
る
と
き
、
そ
の

契
約
は
完
備
で
あ
る
（com

plete

）
と
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
契
約
は
完
備
に
特
定
さ
れ
た
も
の
と
は
程
遠
い
。
契
約
は
、
当
事

者
に
と
っ
て
重
要
と
な
り
得
る
様
々
な
変
数
や
条
件
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
む
し
ろ
通
常
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
契
約
を
不
完
備
な
も
の
に
し
て
お
く
こ
と
が
、
当
事
者
の
利
益
と
な
る
場
合
も
あ

（
（6
（

る
。
例
え
ば
、
将
来
起
こ
り
得
る
事
態
を

予
測
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
交
渉
し
、
明
確
に
契
約
に
規
定
す
る
こ
と
に
、
費
用
と
努
力
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
起
こ
る
確
率

が
低
い
事
態
に
つ
い
て
は
、
わ
ざ
わ
ざ
契
約
条
項
に
書
き
込
む
こ
と
は
当
事
者
に
と
っ
て
割
が
合
わ
な
く
な
る
。
さ
ら
に
、
契
約
を
不
完
備

に
し
て
お
く
こ
と
で
予
想
さ
れ
る
結
果
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
有
害
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
裁
判
所
が
不
完
備
な
契
約
を
適
切

に
解
釈
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

契
約
違
反
が
問
題
と
な
る
場
合
、
当
事
者
が
、
あ
ら
か
じ
め
契
約
に
よ
っ
て
明
示
的
に
規
定
さ
れ
た
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

不
完
備
契
約
に
お
い
て
は
、
義
務
の
内
容
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
理
解
に
微
妙
な
差
異
が
あ
っ
た
り
、
明
示
さ
れ
て
い
な
い
義
務
に
違
反
し
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た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
契
約
責
任
の
決
定
に
あ
た
っ
て
、
当
事
者
の
合
意
を
基
準
と
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
く
、
こ
の
よ

う
な
契
約
違
反
と
明
示
の
合
意
違
反
と
は
区
別
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三　

法
と
経
済
学
か
ら
の
反
論

　

近
年
のfault
論
に
対
し
て
は
、
法
と
経
済
学
の
立
場
か
ら
の
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
契
約
責
任
は
あ
く
ま

で
厳
格
責
任
で
あ
り
、
債
務
者
のfault

の
有
無
や
度
合
い
に
従
っ
て
責
任
が
変
化
す
る
こ
と
は
な

（
（7
（

い
。
ま
た
、
道
徳
的
な
観
点
か
ら
故
意

の
契
約
違
反
を
モ
ラ
ル
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
、
そ
の
よ
う
な
債
務
者
にfault

を
認
め
る
立

（
（7
（

場
に
対
し
て
も
、
法
的
義
務
と
モ

ラ
ル
上
の
義
務
と
が
重
な
る
こ
と
は
な
い
と
い

（
（7
（

う
。

　

で
は
、
法
と
経
済
学
の
立
場
は
、
契
約
責
任
の
根
拠
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
、
法
と
経
済
学
の
立
場
か
ら
は
、
契
約
の
機
能
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い

（
（7
（

る
。
ま
ず
、
最
も
基
本
的
な
機
能
は
、
将
来

の
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
で
あ
る
。
一
方
で
、
当
事
者
は
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ス
ク
の
再
配
分
ま
た
は
分
担
が
で
き
る
と
さ

れ
る
。
リ
ス
ク
回
避
的
な
被
保
険
者
が
、
リ
ス
ク
中
立
的
な
保
険
者
に
対
し
て
保
険
料
を
払
い
、
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
し
て
も
ら
う
保
険
契
約

が
、
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
総
利
益
を
配
分
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
組
合
）
契
約
も
、
こ
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
。
ま
た
、
契

約
に
よ
っ
て
消
費
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
変
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
金
銭
や
資
産
を
貸
し
借
り
す
る
と
き
、
両
当
事
者
は
消
費
の

時
期
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
互
に
利
益
を
得
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
契
約
が
締
結
さ
れ
る
の
は
、
将
来
の
事
態
に
つ
い
て
当
事
者
間
で
見
解
の
相
違
が
あ
る
た
め
で
あ
る
と
も
説
明
さ
れ

（
（7
（

る
。
金
融

商
品
や
土
地
な
ど
、
永
続
性
の
あ
る
資
産
が
売
買
さ
れ
る
場
合
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
、
そ
れ
ら
の
資
産
の
将
来
の
価
格
に
つ
い
て
買

主
と
売
主
が
異
な
る
信
念
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
、賭
が
行
わ
れ
る
の
は
、賭
の
対
象
と
な
る
事
態
が
起
き
る
確
率
に
つ
い
て
、



契約責任決定規範の多元性（２）

［69］北法71（5・408）1370

両
当
事
者
が
異
な
る
信
念
を
抱
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
い
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
機
能
が
契
約
に
認
め
ら
れ
る
た
め
に
、
当
事
者
に
は
契

約
を
締
結
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
こ
と
に
な
る
。

　

当
事
者
に
よ
っ
て
契
約
が
締
結
さ
れ
、
有
効
に
成
立
す
る
と
、
契
約
は
国
（
主
に
は
裁
判
所
）
に
よ
っ
て
強
制
的
に
実
現
さ
れ
う
る
状
態

と
な

（
（7
（

る
。
契
約
に
関
す
る
裁
判
所
の
基
本
的
な
機
能
と
し
て
以
下
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ

（
（7
（

る
。
第
一
に
、
裁
判
所
は
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
判

断
す
る
。
第
二
に
、
契
約
が
き
ち
ん
と
締
結
さ
れ
、
か
つ
法
的
に
有
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
さ
ら
に
契
約
の
解
釈
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
こ
で
は
裁
判
所
は
、
契
約
の
空
白
を
補
充
し
た
り
、
曖
昧
な
条
項
の
意
味
を
決
し
た
り
す
る
。
第
三
に
、
契
約
違
反
が
問
題
と
な
る

場
面
で
は
、
契
約
違
反
の
有
無
を
判
断
し
、
違
反
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
対
し
て
債
務
者
へ
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
、
言
い
換
え
れ
ば
債
権
者
へ
の
救

済
を
与
え
る
。
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
相
手
方
へ
の
損
害
賠
償
と
強
制
履
行
と
が
あ
る
。
最
後
に
、
契
約
が
問
題
な
く
成
立
し
て
お
り
、
契

約
違
反
が
起
き
て
い
な
い
場
合
に
も
、
裁
判
所
は
契
約
を
無
効
と
し
、
契
約
の
実
現
を
拒
否
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。

　

こ
の
よ
う
に
契
約
は
強
制
的
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
正
当
化
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
裁
判
所
の

よ
う
な
外
部
者
に
強
制
さ
れ
な
け
れ
ば
契
約
は
破
ら
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、
契
約
違
反
は
な
ぜ
当
事
者
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
法
と
経
済
学
の
立
場
は
、
三
つ
の
視
点
か
ら
こ
れ
に
答
え
よ
う
と
す
る
。

　

第
一
に
、
も
し
も
契
約
が
強
制
的
に
実
現
さ
れ
な
い
の
な
ら
ば
、
当
事
者
は
自
分
が
契
約
を
履
行
す
る
前
に
相
手
方
か
ら
支
払
わ
れ
た
資

産
を
横
領
す
る
こ
と
が
で
き

（
（7
（

る
。
こ
の
よ
う
な
横
領
が
可
能
な
ら
ば
、
契
約
は
一
般
的
に
機
能
不
全
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
借
主

が
借
り
た
お
金
を
自
分
の
も
の
に
で
き
、返
済
を
強
制
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、金
銭
の
消
費
貸
借
契
約
は
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

保
険
者
が
保
険
料
を
自
分
の
も
の
に
し
て
、
事
故
が
起
き
て
も
保
険
金
を
払
わ
な
く
て
よ
い
と
す
れ
ば
、
保
険
契
約
も
不
可
能
と
な
る
。
契

約
の
強
制
的
な
実
現
手
段
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
契
約
や
リ
ス
ク
分
担
に
関
す
る
合
意
は
機
能
し
な
く
な
る
。
こ

の
こ
と
は
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
そ
の
対
価
の
支
払
が
同
時
に
履
行
さ
れ
る
契
約
を
別
に
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
契
約
に
当
て
は
ま
る
と
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い
え
る
。

　

第
二
に
、契
約
の
実
現
を
強
制
さ
れ
な
け
れ
ば
、当
事
者
は
供
給
を
約
束
し
た
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
い
か
も
し
れ
な

（
（7
（

い
。
財
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
約
束
し
た
当
事
者
が
、
他
に
も
っ
と
有
利
な
取
引
機
会
を
見
つ
け
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
履
行
の
費
用
が
予
想
以
上
に
か
か

る
こ
と
に
気
付
く
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
う
る
。
そ
の
場
合
、
当
事
者
は
相
手
方
と
再
交
渉
し
て
、
価
格
を
上
げ
て
も
ら
う
の
と
引
き
換
え

に
履
行
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
交
渉
を
す
る
こ
と
が
実
際
的
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
ス
ム
ー
ズ
に
妥
結
す
る
見
込

み
が
乏
し
け
れ
ば
、
当
事
者
は
履
行
を
し
な
い
こ
と
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
理
由
に
よ
っ
て
、
履
行
の
便
益
が
本
当
は
そ
の
費

用
を
上
回
る
と
き
に
も
履
行
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
事
者
に
と
っ
て
の
契
約
の
価
値
は
減
少
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
契
約
の
価
値
の
減
少
は
、
契
約
を
強
制
的
に
実
現
で
き
れ
ば
解
決
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
契
約
の
強
制
的
な
実
現
手
段
が
な
け
れ
ば
、
価
格
を
事
前
に
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な

（
（7
（

い
。
当
事
者
が
取
引
の
価
格
に
つ
い
て

機
会
主
義
的
に
交
渉
す
る
こ
と
で
、
価
格
の
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ

（
（8
（

プ
が
起
こ
り
う
る
。
こ
の
場
合
、
契
約
の
価
値
が
減
少
す
る
か
、
そ
も
そ
も
当

事
者
が
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
失
わ
れ
て
し
ま

（
（8
（

う
。
履
行
と
対
価
の
支
払
を
め
ぐ
る
交
渉
の
段
階
で
の
ホ
ー
ル
ド

ア
ッ
プ
の
問
題
は
、
契
約
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
事
業
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
態
様
の
過
少
投
資
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
土

地
の
売
買
契
約
に
お
い
て
、
売
主
が
買
主
と
の
交
渉
の
た
め
に
時
間
を
か
け
、
し
か
も
別
の
買
い
手
に
土
地
を
売
る
機
会
を
見
送
っ
て
い
る

よ
う
な
場
合
、
売
主
は
買
主
に
よ
る
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
を
恐
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
契
約
の
強
制
的
な
実
現
は
正
当
化
さ
れ
、
当
事
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
契
約
の
強

制
的
実
現
が
物
の
生
産
や
取
引
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
方
は
、
契
約
法

学
者
の
多
く
に
よ
っ
て
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
常
に
認
識
さ
れ
て
き

（
（8
（

た
。

　

ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
契
約
責
任
が
厳
格
責
任
主
義
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
背
景
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
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特
に
近
時
のfault

論
へ
の
批

（
（8
（

判
と
関
連
し
て
、
効
率
的
契
約
違
反
の
考
え
方
が
改
め
て
主
張
さ
れ
て
い

（
（8
（

る
。

　

効
率
的
契
約
違
反
と
は
、
経
済
的
効
率
性
に
資
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
契
約
に
違
反
し
て
も
よ
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
契
約
に
基
づ
く
権
利
は
、
ひ
と
つ
の
「
選
択
権
」
で
あ
る
と
し
、
あ
る
契
約
を
結
ん
だ
者
は
、
ま
さ
に
契
約
に
よ
っ
て
履
行
す
る
か

損
害
賠
償
を
支
払
う
か
の
選
択
権
を
持
つ
と
い
う
議
論
で
あ

（
（8
（

る
。
履
行
を
選
択
し
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
損
害
賠
償
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
損
害
賠
償
を
支
払
う
場
合
に
お
い
て
も
（
そ
の
損
害
賠
償
額
が
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
損
害
賠
償

法
の
理
論
に
従
っ
て
判
決
で
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
）、
そ
れ
は
契
約
違
反
に
対
す
る
何
ら
か
の
非
難
性
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
契
約
違
反
が
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
契
約
違
反
は
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
行
為
で
は
な
く
、
損

害
賠
償
を
支
払
う
と
い
う
義
務
の
引
き
金
を
引
い
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

効
率
的
契
約
違
反
の
背
景
に
は
、
契
約
の
意
義
が
、
人
々
が
財
の
交
換
に
よ
っ
て
利
益
を
享
受
し
、
ひ
い
て
は
財
の
効
率
的
な
配
分
が
達

成
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ

（
（8
（

る
。
合
意
が
遵
守
さ
れ
る
こ
と
自
体
に
は
直
接
の
意
義
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
契
約
の
拘
束
力

が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
契
約
当
事
者
は
、
経
済
的
効
率
性
に
資
す
る
場
合
に
限
っ
て
、
契
約
を
現
実
に
履
行
す
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
る
。
契
約
違
反
の
場
面
で
も
、
経
済
的
効
率
性
に
資
す
る
解
決
が
目
指
さ
れ
、
通
常
は
契
約
を
解
消
し
て
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
解
決
す
れ

ば
足
り
、
履
行
請
求
権
を
認
め
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
。
む
し
ろ
、
履
行
請
求
権
に
よ
っ
て
契
約
の
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ

て
経
済
的
効
率
性
を
妨
げ
る
場
合
も
あ
り
得
る
の
で
あ

（
（8
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
損
害
賠
償
を
支
払
っ
て
契
約
に
違
反
す
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
一
種
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
契
約
に
組
み
込

ま
れ
て
い

（
（8
（

る
と
考
え
る
と
、
契
約
違
反
に
際
し
て
の
債
務
者
のfault
は
問
題
と
な
ら
な

（
（8
（

い
。
そ
の
意
味
で
、
契
約
責
任
は
厳
格
責
任
で
あ

る
と
い
え
る
。
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シ
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ル
（
二
〇
一
〇
年
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前
掲
注
六
九
・
三
三
六－

三
三
七
頁
。

（
74
）
同
三
三
七
頁
。

（
75
）
裁
判
所
以
外
に
も
、
仲
裁
機
関
や
、
企
業
、
業
界
団
体
も
し
く
は
宗
教
団
体
内
部
の
意
思
決
定
機
関
が
、
一
種
の
裁
判
所
と
し
て
の
役
割
を
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果
た
し
、
契
約
を
強
制
的
に
実
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
国
に
よ
ら
な
い
契
約
の
実
現
手
段
と
し
て
、
評
判
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

評
判
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
お
そ
れ
か
ら
、
当
事
者
が
契
約
を
守
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
生
じ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

そ
の
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
不
十
分
で
あ
り
、
現
実
に
は
裁
判
所
に
代
替
す
る
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
期
待
さ
れ
な
い
。
同
三
七

〇－
三
七
一
頁
。

（
76
）
同
上
。

（
77
）
同
三
三
八
頁
。

（
78
）
同
三
三
八－
三
三
九
頁
。

（
79
）
同
三
三
九－

三
四
〇
頁
。

（
80
）
例
え
ば
、
あ
る
製
造
企
業
（
依
頼
人
）
が
、
代
金
を
支
払
う
と
い
う
口
約
束
に
基
づ
い
て
、
下
請
け
の
部
品
企
業
（
代
理
人
）
に
特
注
部
品

を
注
文
し
た
と
す
る
。
特
殊
部
品
が
完
成
し
納
品
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
段
階
で
、
依
頼
人
が
代
金
の
減
額
を
要
求
し
た
場
合
、
特
注
部
品

を
容
易
に
転
売
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
代
理
人
は
、
こ
の
要
求
を
飲
ま
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
相
手
が
逃
れ

ら
れ
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
け
込
ん
で
、
一
方
当
事
者
が
有
利
に
事
を
運
ぼ
う
と
す
る
こ
と
を
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
問
題
と
い
う
。

（
81
）
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
の
問
題
に
つ
い
て
指
摘
し
、
契
約
の
強
制
的
な
実
現
が
そ
の
解
決
策
に
な
る
と
い
う
考
え
方
を
最
初
に
示
し
た
の
は
、
経

済
学
の
文
献
で
あ
っ
た
。O
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R
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pproach, 52 ECO
N
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M

ET
RICA

 449-460 
(1984).

（
82
）
シ
ャ
ベ
ル
（
二
〇
一
〇
年
）・
前
掲
注
六
九
・
三
三
六
頁
。

（
83
）Posner 2010, supra note 70, at 3; Scott 2010, supra note 70, at 20.

（
84
）Posner 2010, supra note 70, at 8; Scott 2010, supra note 70, at 22.

（
85
）O

. W
. H

olm
es, T

he Path of the Law
, 10 H

arv. L. Rev. 457, 462 (1897).

（
86
）Posner 2010, supra note 7, at 5.
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（
87
）
契
約
違
反
の
場
合
に
自
動
的
に
契
約
を
解
消
さ
せ
、
損
害
賠
償
に
よ
る
救
済
を
原
則
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
法
は
、
効
率
的
契
約
違
反
の
考
え
方

に
よ
り
親
和
的
で
あ
る
。
一
方
で
、
わ
が
国
の
契
約
法
は
、
本
来
の
契
約
の
履
行
を
目
的
と
す
る
履
行
請
求
権
に
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
、

履
行
請
求
権
を
契
約
違
反
の
第
一
義
的
な
救
済
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
救
済
手
段
の
規
律
に
お
い
て
も
、
本
来
の
契
約

の
履
行
が
優
先
さ
れ
る
。

（
88
）H

olm
es 1897, supra note 85, at 462.

（
89
）Scott 2010, supra note 70, at 20-21; Posner 2010, supra note 70, at 7.

第
五
節　

Coooter

とPorat

の
見
解

　

Cooter

とPorat

は
二
〇
一
四
年
の
共
著

（
（9
（

書
に
お
い
て
、
法
と
経
済
学
の
考
え
方
を
も
と
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
私
法
上
の
救
済
の

よ
り
良
い
運
用
を
提
唱
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
不
法
行
為
（
第
一
章
～
第
五
章
）、
契
約
（
第
六
章
～
第
八
章
）、
原
状
回
復
（
第
九
章

～
第
十
一
章
）
の
各
場
面
に
お
け
る
救
済
が
扱
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
、
前
提
と
し
て
、
法
は
よ
り
良
い
社
会
的
厚
生
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
よ
う

に
運
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

（
（9
（

る
。
例
え
ば
、
不
法
行
為
法
（
特
に
事
故
法
）
は
、
事
故
の
コ
ス
ト
や
頻
度
を
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
当
事
者
に
与
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
契
約
法
は
、
契
約
が
当
事
者
お
よ
び
社
会
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
取
引
を
円
滑
に
す
る
よ
う
に
運
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
原
状
回
復
・
不
当
利
得
法
は
、
市
場
が
提
供
し
得
な
い
利
益
を
人
々
が

他
人
に
与
え
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
促
進
す
る
も
の
で
な
く
て
な
ら
な

（
（9
（

い
。
以
上
の
よ
う
な
伝
統
的
な
法
と
経
済
学
の
考
え
方
を

ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
も
、
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
法
の
経
済
分
析
が
欠
け
て
い
た
り
不
十
分
で
あ
っ
た
部
分
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

（
（9
（

し
、
そ
の
う
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え
で
、
社
会
的
厚
生
や
効
率
性
の
促
進
の
た
め
に
、
私
法
上
の
救
済
を
い
か
に
改
善
す
べ
き
か
提
案
し
て
い
る
。

一　

債
権
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　

こ
の
う
ち
第
二
部
（
契
約
と
被
害
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
）
に
お
い
て
、ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
け
るfault

の
見
直
し
が
主
張
さ
れ
る
。

従
来
、
契
約
違
反
に
基
づ
く
責
任
を
決
す
る
際
、
債
務
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
み
が
考
慮
さ
れ
、
債
権
者
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
契
約
の
価
値
に
か
か
わ
る
役
割
を
果
た
す
の
は
債
務
者
だ
け
で
は
な
く
、
債
権
者
も
以
下
の
三
つ
の
方
法
で
影
響
を
与

え
得
る
と
い

（
（9
（

う
。
ま
ず
、
債
務
者
が
約
束
を
信
頼
す
る
こ
と
で
、
履
行
か
ら
得
る
利
益
・
違
反
か
ら
生
じ
る
損
害
が
増
大
す
る
。
ま
た
、
債

権
者
が
債
務
者
の
履
行
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
履
行
に
か
か
る
コ
ス
ト
・
違
反
の
可
能
性
が
減
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
債
権
者
は
、
債
務
者
の

契
約
違
反
か
ら
生
じ
た
損
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
債
権
者
の
最
適
な
信
頼
・
協
力
・
損
害
軽
減
に
よ
っ
て
契
約
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

ら
の
最
適
な
基
準
に
つ
い
て
の
議
論
は
欠
落
し
て
い

（
（9
（

る
。
そ
こ
でCooter

とPorat

は
、
不
法
行
為
法
同
様
に
被
害
者
（
債
務
者
）
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
考
慮
す
る
こ
と
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
特
に
債
権
者
のover reliance

（
過
剰
な
信
頼
）
とunder assistance

（
不

十
分
な
協
力
）
の
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
検
討
す

（
（9
（

る
。

二　

最
適
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
契
約
設
計

　

Cooter

とPorat

は
、
契
約
法
と
不
法
行
為
法
の
統
一
的
理
解
を
主
張
す

（
（9
（

る
。
不
法
行
為
法
で
は
、
被
害
者
の
過
失
に
つ
い
て
長
年
研

究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
所
は
、
被
害
者
の
比
較
過
失
を
加
害
者
の
抗
弁
と
し
て
認
め
て
い
る
。
し
か
し
契
約
法
で
は
、
比
較
過
失
の
抗

弁
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
か
、
存
在
し
な
い
。
契
約
法
に
お
け
る
責
任
は
、
過
失
で
は
な
く
契
約
違
反
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
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る
。
こ
れ
に
対
し
てCooter

ら
は
、
債
務
者
・
債
権
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
同
時
に
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
契

約
法
の
経
済
分
析
は
不
法
行
為
法
の
そ
れ
に
近
づ
く
と
指
摘
す

（
（9
（

る
。
契
約
に
お
い
て
も
、
当
事
者
が
契
約
条
項
と
し
て
書
き
込
む
こ
と
で
、

過
失
の
な
い
債
務
者
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
か
、
比
較
過
失
に
よ
っ
て
責
任
の
範
囲
を
狭
め
る
と
い
っ
た
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
と
は
い
え
、
実
際
に
は
こ
の
よ
う
な
条
項
は
曖
昧
で
あ
り
、
当
該
条
項
に
基
づ
く
義
務
が
果
た
さ
れ
た
か
否
か
、
裁
判
所
が
判
断
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

　

そ
こ
で
、そ
の
よ
う
な
困
難
を
回
避
す
る
解
決
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、Cooter

とPorat

はanti insurance

（
反
保

（
（9
（

険
）
を
提
案
す
る
。

例
え
ば
、
中
古
車
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
売
主
が
修
理
し
た
う
え
で
、
一
定
期
間
の
保
証
を
つ
け
て
買
主
に
売
却
す
る
場
合
、
保
証
期

間
が
短
け
れ
ば
、
売
主
が
よ
り
良
い
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
搭
載
し
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
低
下
す
る
。
反
対
に
、
保
証
期
間

が
長
け
れ
ば
、
買
主
が
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
注
意
深
く
扱
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
低
下
す
る
。
こ
れ
はcom

pensation paradox

（
補

償
の
パ
ラ
ド
ク
ス
）
と
呼
ば
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、Cooter

ら
が
提
案
す
る
反
保
険
で
は
、
第
三
者
が
登
場
し
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
瑕
疵
に
つ
い
て

の
損
害
賠
償
請
求
権
を
あ
ら
か
じ
め
買
主
か
ら
買
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、瑕
疵
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
、売
主
は
買
主
で
は
な
く
、

第
三
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
瑕
疵
が
あ
っ
て
も
補
償
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
買
主
は
、
契
約
違
反
の
コ
ス
ト

が
内
部
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
売
主
の
履
行
を
過
度
に
信
頼
せ
ず
、
最
適
な
履
行
の
た
め
に
協
力
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
得
る
こ
と
に
な

る
。
売
主
は
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
契
約
違
反
の
コ
ス
ト
が
内
部
化
す
る
う
え
、
買
主
の
最
適
な
協
力
を

期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
取
引
の
価
値
は
高
ま
り
、
三
者
は
そ
の
利
益
を
分
け
合
う
こ
と
に
な

（
（10
（

る
。

　

反
保
険
は
、
理
論
上
は
補
償
の
パ
ラ
ド
ク
ス
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
り
、
信
頼
と
協
力
の
最
適
な
基
準
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と

は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
契
約
は
実
際
の
市
場
で
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
ち
に
実
務
上
の
解
決
に
な
る
と
は
い
え
な
い
。
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続
け
て
、反
保
険
よ
り
も
実
現
可
能
性
の
高
い
解
決
策
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
の
が
、decreasing liability contracts

（
逓
減
責
任
契
約
）

で
あ

（
（10
（

る
。
段
階
的
に
履
行
が
な
さ
れ
る
契
約
に
お
い
て
、
契
約
違
反
が
生
じ
た
場
合
、
一
部
履
行
に
よ
っ
て
得
た
利
益
を
期
待
利
益
か
ら
引

い
た
額
が
損
害
と
さ
れ
て
い

（
（10
（

る
。
し
か
し
理
論
上
、
契
約
の
履
行
に
伴
い
、
責
任
も
段
階
的
に
減
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
逓
減
責
任
契
約
に
よ
っ
て
二
種
類
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
最
適
化
が
図
ら
れ
る
。
ま
ず
、
時
間
の
経
過
と
共
に
履
行
に
要
す
る
費
用
も

低
下
す
る
た
め
、債
務
者
に
最
終
的
な
履
行
を
完
了
さ
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
に
は
、よ
り
低
額
な
賠
償
責
任
を
与
え
れ
ば
良
い
。

ま
た
、
最
終
的
な
賠
償
額
が
低
く
な
る
こ
と
で
、
債
権
者
に
は
履
行
に
協
力
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
生
じ
る
と
い

（
（10
（

う
。

　

今
日
、
逓
減
責
任
契
約
と
い
う
言
葉
自
体
を
用
い
る
研
究
者
や
実
務
家
は
い
な

（
（10
（

い
。
し
か
し
実
務
上
は
、
多
く
の
企
業
が
、
契
約
の
各
段

階
の
履
行
に
要
し
た
費
用
を
段
階
的
に
支
払
う
と
い
う
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
逓
減
責
任
契
約
は
今
日
で
も
受
け
入
れ
ら

れ
や
す
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
90
）Cooter=Porat 2014, supra note 9.

（
91
）Id. at 12.

（
92
）Id. at 1-4.

（
93
）Id. at 207-209.

（
94
）Id. at 89.

（
95
）
初
期
の
契
約
法
の
経
済
分
析
に
お
い
て
、
債
権
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
関
す
る
議
論
は
損
害
軽
減
の
分
野
に
集
中
し
て
い
る
。Charles 

Goetz &
 Robert Scott, T

he M
itigation Principle: T

ow
ard a G

eneral T
heory of Contractual O

bligation, 69 V
A

. L. REV
. 

967 (1983).

（
96
）Cooter=Porat 2014, supra note 9, at 90-91.
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第
六
節　

小
括

　

以
上
の
よ
う
に
、
近
年
、
ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
い
てfault
を
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
議
論
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
と

は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
法
で
のfault

は
、
日
本
法
に
お
け
る
よ
う
に
帰
責
根
拠
と
し
て
体
系
的
に
議
論
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の

体
系
的
な
位
置
づ
け
や
、fault

と
い
う
言
葉
の
定
義
自
体
、
い
ま
だ
明
確
に
共
有
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
契

約
法
に
お
け
るfault

の
と
ら
え
方
は
一
様
で
は
な
く
、
学
説
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
内
容
も
多
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
近
年
の

fault

に
関
す
る
研
究
の
一
応
の
整
理
を
試
み
る
。

（
97
）Id. at 92.

（
98
）Id. at 104.

（
99
）
反
保
険
は
保
険
契
約
と
は
逆
の
発
想
で
あ
る
と
い
え
る
。
保
険
契
約
で
は
、
保
険
者
は
被
保
険
者
の
リ
ス
ク
を
減
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
予
防

に
対
す
る
被
保
険
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
低
下
さ
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
反
保
険
で
は
、
被
反
保
険
者
の
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
、
予
防
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
。

（
100
）Id. at 105.

（
101
）Id. at 128.

（
102
）REST

A
T

EM
EN

T
 (SECO

N
D

) O
F CO

N
T

RA
CT

S §347 cm
t. b (1981); E. A

LLA
N

 FA
RN

SW
O

RT
H

, CO
N

T
RA

CT
S 775-6 

(4
th ed. 2004).

（
103
）Cooter=Porat 2014, supra note 9, at 147-148.

（
104
）Ibid.
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ま
ず
、
伝
統
的
な
厳
格
責
任
の
立
場
か
らfault

に
基
づ
く
契
約
責
任
判
断
構
造
へ
の
転
換
を
主
張
す
る
議
論
が
あ
る
。
伝
統
的
に
は
、

契
約
責
任
の
判
断
に
お
い
て
当
事
者
のfault

は
考
慮
さ
れ
ず
、fault

が
重
要
な
役
割
を
担
う
不
法
行
為
法
と
は
対
照
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

M
uris

やCohen

は
、
主
に
機
会
主
義
的
な
契
約
違
反
の
場
面
を
想
定
し
、
機
会
主
義
的
な
行
動
を
取
っ
た
と
い
う
債
務
者
のfault

を
契

約
責
任
判
断
に
持
ち
込
む
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
契
約
違
反
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。Eisenberg

は
故
意
の
契
約
違
反
の

場
面
に
つ
い
て
、債
務
者
のfault

が
よ
り
重
く
と
ら
え
ら
れ
、最
終
的
な
賠
償
額
の
決
定
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、

契
約
法
に
お
い
てfault
が
現
在
よ
り
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
にCooter

＝Porat
は
、
従
来
の
契
約
責
任
の
判
断
に
お
い
て
債
務
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
み
が
考
慮
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
批
判

す
る
。
そ
の
う
え
で
、
債
権
者
の
債
務
者
に
対
す
る
過
剰
な
信
頼
を
抑
え
、
不
十
分
な
協
力
を
是
正
す
る
た
め
、
新
し
い
契
約
類
型
―
―

anti insurance

やdecreasing liability contracts

―
―
を
提
案
す
る
。
契
約
違
反
の
場
面
に
け
る
債
権
者
側
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
い

う
観
点
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
近
時
の
契
約
責
任
論
と
の
関
係
で
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
近
年
、
契
約
責
任
の
帰
責
根
拠

を
契
約
の
拘
束
力
に
求
め
、
従
来
の
過
失
責
任
主
義
を
放
棄
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
単
に
債
務
者
が
契
約
違
反
を
犯
し

た
か
否
か
に
着
目
す
る
だ
け
で
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
最
適
化
が
図
ら
れ
な
い
と
す
るCooter

＝Porat

の
主
張
は
、
日
本
法
に
対
し
て
も

有
用
な
示
唆
を
与
え
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
で
、fault

に
基
づ
く
契
約
責
任
へ
の
転
換
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
現
在
の
法
制
度
の
中
にfault

を
見
出
す
研
究
も
な
さ
れ
て

い
る
。
近
年
のfault

に
関
す
る
研
究
は
、
基
本
的
に
は
、
契
約
法
に
お
け
るfault

の
役
割
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
研
究
の
主
眼
は
む
し
ろ
、
厳
格
責
任
主
義
の
も
と
で
運
用
さ
れ
て
き
た
様
々
な
契
約
法
理
論
の
中
に
浸
透
し
て
い
るfault

を
分
析
す

る
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ばEric Posner

は
、
契
約
違
反
が
債
務
者
のfault
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
な
い
場
合
に
、
そ
の
こ
と
を
も
っ

て
債
務
者
が
契
約
責
任
を
免
れ
る
場
合
を
挙
げ
て
い
る
。Cohen

も
、
厳
格
責
任
論
へ
の
批
判
と
し
てfault

論
を
展
開
す
る
一
方
で
、
損
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害
の
発
生
や
拡
大
に
つ
い
て
債
権
者
にfault

が
あ
っ
た
場
合
に
損
害
軽
減
義
務
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
債
権
者
のfault

が
契
約

責
任
の
決
定
に
影
響
を
与
え
る
場
面
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
従
来
の
契
約
責
任
判
断
の
枠
組
み
の
中
にfault

と
呼
び

う
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
で
、
契
約
法
に
お
け
るfault

の
役
割
を
見
直
そ
う
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、Cohen

やH
illm

an

の
近
年
の
研
究
で
は
、
さ
ら
に
問
題
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
伝
統
的
な
厳
格
責
任
の
原
則
が
妥
当

す
る
事
案
類
型
と
、fault

が
判
断
要
素
と
な
り
う
る
事
案
類
型
の
区
別
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
後
者
の
な
か
で
も
、
債
務
者
のfault

が

考
慮
さ
れ
る
べ
き
契
約
違
反
の
場
面
（w

illful, negligent

）
と
、
債
権
者
のfault

が
考
慮
さ
れ
得
る
契
約
違
反
の
場
面
（unavoidable

）

と
が
区
別
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、fault

が
損
害
賠
償
責
任
の
決
定
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
が
実
務
・
学
説
上
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
賠
償
額
の
決
定
に
作
用
し
て
い
る
か
、
あ
る
は
作
用
す
べ
き
か
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
け
るfault

論
は
、
契
約
法
にfault

を
持
ち
込
む
こ
と
の
意
義
を
論
じ
る
も
の
と
、
実
際
の
契

約
法
理
の
な
か
にfault

が
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
後
者
の
見
解
は
、
厳
格
責
任
主
義
を
原
則
と
す
る
ア
メ
リ
カ
契

約
法
に
お
い
て
も
、
一
定
の
事
案
に
お
い
て
はfault
と
呼
ぶ
べ
き
契
約
法
規
範
が
実
態
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
契
約

法
規
範
に
よ
っ
て
こ
そ
よ
り
良
い
契
約
制
度
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
当
事
者
の
機
会
主
義
的
な
行
動

が
問
題
と
な
り
得
る
契
約
類
型
を
想
定
し
、
当
事
者
にfault
が
認
め
ら
れ
る
場
面
に
お
い
て
は
、
信
義
則
等
の
法
理
を
用
い
て
裁
判
所
が

こ
れ
を
評
価
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
近
年
のfault
論
は
、
伝
統
的
に
厳
格
責
任
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
契
約
法

に
お
い
てfault

と
い
う
契
約
法
規
範
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
と
り
わ
け
後
者
の
見
解
に
お
い
てfault

が
見
い
だ
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
る
具
体
的
な
事
案
の
分
析
を
試
み
る
。

第
三
章　

ア
メ
リ
カ
の
裁
判
例
に
お
け
る
契
約
責
任
決
定
規
範
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第
一
節　

は
じ
め
に

　

ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
け
るfault

の
役
割
を
見
直
そ
う
と
す
る
近
年
の
学
説
の
中
に
は
、
厳
格
責
任
主
義
か
らfault

を
基
礎
と
す
る

契
約
責
任
法
理
へ
の
転
換
を
主
張
す
る
規
範
的
な
見
解
だ
け
で
な
く
、
現
状
認
識
と
し
てfault

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を

示
そ
う
と
す
る
見
解
が
多
く
み
ら
れ

（
（10
（

る
。
後
者
の
見
解
は
、
実
際
の
法
理
や
裁
判
例
に
お
い
て
、
外
在
的
な
契
約
責
任
決
定
規
範
と
し
て

fault

が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
面
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
契
約
当
事
者
の
い
ず
れ
か
の
機
会
主
義
的
な
行
動
が
問
題
と

な
っ
た
事
案
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
、
信
義
則
等
の
法
理
を
通
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

（
（10
（

る
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
契
約
違
反
が
争
わ
れ
た
事
案
に
お
い
てfault

の
有
無
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
裁
判
例
を
挙
げ
、
分
析

す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
け
る
契
約
責
任
決
定
規
範
の
実
態
を
改
め
て
問
い
直
す
。

　

よ
り
具
体
的
に
は
、
契
約
締
結
時
に
契
約
内
容
の
す
べ
て
を
決
定
せ
ず
、
あ
る
程
度
長
期
に
わ
た
る
契
約
期
間
の
中
で
状
況
に
応
じ
て
契

約
内
容
を
詰
め
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
契
約
を
取
り
上
げ
る
。
学
説
に
お
い
て
そ
の
典
型
例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
必
要
量

購
入
契
約
で
あ

（
（10
（

る
。
必
要
量
購
入
契
約
と
は
、
買
主
が
あ
る
事
業
の
た
め
に
必
要
と
す
る
物
品
を
、
必
要
な
時
期
に
必
要
な
量
だ
け
売
主
が

供
給
す
る
契
約
で
あ
る
。あ
ら
か
じ
め
契
約
量
が
特
定
し
な
い
と
い
う
点
、さ
ら
に
買
主
は
事
業
を
や
め
れ
ば
物
品
を
購
入
す
る
義
務
を
ま
っ

た
く
負
わ
な
い
と
い
う
点
で
、
買
主
の
機
会
主
義
的
行
動
を
誘
引
し
や
す
い
取
引
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

（
（10
（

る
。
こ
の
他
、
賃
貸
借
契
約
や
建
築

請
負
契
約
等
、
必
要
量
購
入
契
約
と
同
様
の
問
題
を
内
包
す
る
事
案
に
お
い
て
契
約
責
任
が
追
及
さ
れ
た
事
案
を
取
り
上
げ
る
。

　

な
お
、
以
下
の
裁
判
例
に
は
、
損
害
賠
償
請
求
の
事
案
の
他
、
金
銭
債
務
の
履
行
請
求
の
事
案
が
含
ま
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
法
で
は
コ
モ

ン
・
ロ
ー
上
のm

onetary dam
ages

（
金
銭
賠
償
）
に
よ
る
救
済
が
原
則
と
さ
れ
、specific perform

ance

（
特
定
履
行
）
は
例
外
的

に
し
か
認
容
さ
れ
な
い

（
（10
（

が
、
契
約
が
金
銭
の
支
払
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
債
権
者
は
金
銭
債
務
の
履
行
を
求
め
る
こ
と
が
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で
き

（
（11
（

る
。
こ
の
点
、
厳
格
責
任
主
義
の
も
と
で
は
、
契
約
責
任
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
、
債
務
者
が
履
行
を
し
た
か
否
か
に
よ
る
こ
と
に

な
（
（11
（

る
。
例
え
ば
代
金
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合
、
債
権
者
は
、
債
務
者
の
代
金
支
払
債
務
の
不
履
行
を
主
張
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る
が
、
こ

れ
は
金
銭
債
務
の
履
行
請
求
と
機
能
的
に
は
変
わ
り
な
く
、
そ
の
意
味
で
両
請
求
権
は
パ
ラ
レ
ル
に
と
ら
え
ら
れ

（
（11
（

る
。

　

ま
た
、
必
要
量
購
入
契
約
に
つ
い
て
は
、
売
主
が
買
主
に
対
し
て
代
金
の
支
払
を
求
め
た
事
案
と
と
も
に
、
買
主
が
売
主
に
対
し
て
目
的

物
の
引
き
渡
し
を
求
め
た
事
案
（
非
金
銭
債
務
の
履
行
請
求
の
事
案
）
も
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。
非
金
銭
債
務
の
強
制
履
行
が
認
め
ら
れ

る
か
否
か
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
法
で
は
伝
統
的
に
厳
格
責
任
に
よ
る
と
さ
れ
て
い

（
（11
（

る
。
そ
こ
で
、
学
説
に
よ
りfault

が

契
約
責
任
決
定
規
範
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
特
に
指
摘
さ
れ
る
必
要
量
購
入
契
約
に
関
す
る
裁
判
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ

カ
契
約
法
に
お
け
る
厳
格
責
任
の
具
体
的
中
身
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

（
105
）
本
稿
第
二
章
参
照
。

（
106
）M

uris 1981, supra note 5, at 522.

（
107
）Id. at 556.

（
108
）
も
と
も
と
必
要
量
購
入
契
約
に
つ
い
て
は
有
効
な
約
因
と
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、UCC§2-306 

(1) 

は
、
必
要
な
量
の
請
求
に
関
し
て
買
主
に
誠
実
義
務
を
課
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
契
約
の
有
効
性
を
認
め
、
必
要
量
購
入
契
約
が
強

制
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
必
要
量
購
入
契
約
の
定
義
に
つ
き
、
参
照
、
田
中
英
夫
『
英
米
法
辞
典
』
東
京
大
学
出
版
会
（
一
九
九

一
年
）
七
二
三
頁
。

（
109
）
平
野
晋
『
体
系
ア
メ
リ
カ
契
約
法
』
中
央
大
学
出
版
部
（
二
〇
〇
九
年
）
一
五
四
頁
以
下
。

（
110
）
同
上
一
五
五
頁
。

（
111
）
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
純
粋
な
厳
格
責
任
を
採
用
せ
ず
、
帰
責
根
拠
に
規
範
的
判
断
を
持
ち
込
む
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
黙
示
の
合
意
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第
二
節　

裁
判
例
の
紹
介

一　

損
害
賠
償
請
求
の
事
案

　

ま
ず
、
当
事
者
の
一
方
が
他
方
の
契
約
違
反
を
主
張
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
て
い
る
事
案
を
と
り
あ
げ
る
。
な
お
、
損

害
賠
償
請
求
と
と
も
に
契
約
の
解
除
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
事
案
も
含
ま
れ
る
。

一
―
一　

必
要
量
購
入
契
約

A
-1 Loudenback Fertilizer Co. v. T

ennessee Phosphate Co. (121 F. 298; 1903 U
.S. A

pp. LEX
IS 4608)

　

売
主
（T

ennessee Phosphate Co.

）
と
買
主
（Londenback Fertilizer Co.

）
と
の
間
で
リ
ン
鉱
石
の
必
要
量
購
入
契
約
が
締
結

さ
れ
た
。
買
主
は
契
約
締
結
後
の
二
年
間
全
く
購
入
し
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
場
価
格
が
上
昇
し
た
三
年
目
に
可
能
な
限
り
最
大
の

量
を
購
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
売
主
は
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
買
主
が
、
売
主
の
契
約
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
求

め
て
訴
え
た
が
、
売
主
が
勝
訴
し
た
。

内
容
と
し
て
契
約
に
取
り
込
む
限
り
は
、
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
、
依
然
債
務
者
が
履
行
を
し
た
か
否
か
の
判
断
に
行
き
着

く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、損
害
賠
償
請
求
と
金
銭
債
務
の
履
行
請
求
は
、や
は
り
結
果
と
し
て
同
じ
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

（
112
）
こ
の
点
、損
害
賠
償
（
填
補
賠
償
）
請
求
と
金
銭
債
務
の
履
行
請
求
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、各
法
体
系
に
よ
っ
て
異
な
る
と
の
分
析
が
あ
る
。

吉
川
吉
樹
『
履
行
請
求
権
と
損
害
軽
減
義
務
〔
増
補
新
装
版
〕』
東
京
大
学
出
版
会
（
二
〇
二
〇
年
）
一
四

－

一
五
頁
。

（
113
）
前
掲
注
一
〇
九
・
一
五
五
頁
。
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中
間
上
訴
裁
判
所
も
第
一
審
を
支
持
し
た
。
こ
の
契
約
を
有
効
た
ら
し
め
て
い
る
約
因
は
、
双
方
に
義
務
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
り
、
明

確
な
合
意
は
な
く
と
も
、
買
主
に
は
適
当
な
量
を
毎
年
購
入
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
は
じ
め
に
契
約
違
反
を
犯
し
た
の
は
買
主
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
売
主
の
契
約
違
反
を
追
及
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、
訴
え
を
認
め
な
か
っ
た
。

A
-2 O

scar Schlegel M
fg Co. v. Peter Cooper’s Glue Factory (231 N

.Y
. 459; 132 N

.E. 148; 1921 N
.Y

. LEX
IS 656)

　

売
主（Peter Cooper’s Glue Factory

）と
買
主（O

scar Schlegel M
fg Co.

）と
の
間
で
接
着
剤
の
必
要
量
購
入
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
接
着
剤
の
市
場
価
格
が
上
昇
し
た
た
め
買
主
は
受
注
を
急
増
さ
せ
た
が
、
売
主
は
買
主
が
希
望
す
る
量
を
履
行
し
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
買
主
が
損
害
賠
償
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
売
主
は
、
本
件
の
必
要
量
購
入
契
約
に
は
約
因
が
な
い
と
し
て
、
書

面
上
の
契
約
の
強
制
力
は
否
定
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。
第
一
審
は
、
売
主
の
契
約
違
反
を
認
め
、
損
害
賠
償
請
求
を
肯
定
し
た
。
中
間
上
訴

裁
判
所
も
、
売
主
に
は
接
着
剤
を
供
給
す
る
義
務
が
あ
っ
た
と
し
て
第
一
審
を
維
持
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
は
、
本
件
の
契
約
の
も
と
で
は
買
主
・
売
主
の
双
方
の
債
務
の
間
に
相
互
関
係
が
な
い
と
し
て
、
約
因
が

欠
け
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
。
よ
っ
て
、
買
主
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
は
否
定
さ
れ
た
。

A
-3 Fort W

ayne Corrugated Paper Co. v. A
nchor H

ocking Glass Corp. (130 F.2d 471; 1942 U
.S. A

pp. LEX
IS 3127)

　

売
主
（Fort W

ayne Corrugated Paper Co.

）
と
買
主
（A

nchor H
ocking Glass Corp.

）
と
の
間
で
波
型
の
紙
製
品
の
必
要
量

購
入
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
買
主
が
必
要
と
す
る
量
の
九
十
％
以
上
を
売
主
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。
売
主
は
、
買
主
に
供
給

す
る
た
め
の
製
品
を
用
意
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
を
約
束
し
、
自
ら
の
製
造
可
能
量
の
五
十
％
を
超
え
る
よ
う
な
契
約
を
第

三
者
と
締
結
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
買
主
は
自
ら
の
敷
地
内
に
建
物
を
建
築
し
、
売
主
が
買
主
と
の
契
約
を
履
行
す
る
た
め
に
製
品
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の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
等
を
行
う
場
所
と
し
て
、
そ
れ
を
売
主
に
貸
す
こ
と
に
同
意
し
た
。
や
が
て
買
主
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
縮
減
し
、
売
主
に
求
め

ら
れ
る
必
要
量
が
減
っ
た
た
め
、
売
主
は
買
主
の
契
約
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た
。
そ
の
後
、
売
主
は
、
契

約
を
終
了
さ
せ
る
旨
の
通
知
を
買
主
か
ら
受
け
取
っ
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
、
本
件
の
契
約
が
必
要
量
購
入
契
約
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
た
め
、
買
主
はgood faith

に
の
っ
と
っ
て

行
動
し
て
い
る
限
り
、
必
要
で
な
い
も
の
を
購
入
す
る
義
務
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
本
件
の
事
実
及
び
状
況
か
ら
し
て
買

主
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
縮
減
はgood faith

に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
売
主
の
請
求
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

A
-4 T

exas Indus., Inc. v. Brow
n (218 F.2d 510; 1955 U

.S. A
pp. LEX

IS 5339)

　

売
主
（T

exas Indus., Inc.

）
と
買
主
（Brow

n

）
と
の
間
で
軽
量
の
骨
材
の
必
要
量
購
入
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
売
主
は
、
買
主
と
の

契
約
を
履
行
す
る
た
め
、
及
び
そ
の
他
の
自
ら
の
顧
客
と
の
間
の
契
約
を
履
行
す
る
た
め
に
、
新
し
い
工
場
を
建
築
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

の
後
買
主
は
、
骨
材
を
必
要
と
し
て
い
た
自
ら
の
施
設
を
売
主
の
後
任
者
に
賃
貸
し
、
そ
の
た
め
に
骨
材
が
必
要
で
な
く
な
っ
た
の
で
、
そ

の
後
売
主
の
履
行
を
受
領
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
売
主
は
、
買
主
に
履
行
期
前
の
契
約
違
反
が
あ
る
と
し
て
、
損
害
賠
償
を
請
求

す
る
訴
え
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
買
主
は
、施
設
の
賃
貸
に
よ
っ
て
自
ら
は
必
要
量
購
入
契
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
主
張
し
た
。
な
お
、

売
主
の
後
任
者
は
必
要
量
購
入
契
約
に
サ
イ
ン
し
て
い
な
い
た
め
、
契
約
違
反
に
無
関
係
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
第
一
審
で
は
買
主
が

勝
訴
し
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
、買
主
と
売
主
の
間
に
は
、賃
貸
借
契
約
に
か
か
わ
ら
ず
、必
要
量
購
入
契
約
を
継
続
す
る
旨
の
黙
示
の
合
意
が
あ
っ

た
と
し
て
、
売
主
の
請
求
を
認
め
た
。
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A
-5 W

estern O
il &

 Fuel Co. v. K
em

p, W
ebb O

il Co. (245 F.2d 633; 1957 U
.S. A

pp. LEX
IS 4836)

　

売
主
（W

estern O
il &

 Fuel Co.

）
と
買
主
（K

em
p

）
と
の
間
で
二
年
間
に
わ
た
る
石
油
の
必
要
量
購
入
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
そ

の
間
に
、
買
主
は
売
主
と
競
争
関
係
に
あ
る
石
油
会
社
（W

ebb O
il Co.

）
と
の
間
で
新
た
に
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
試
み
、
そ
の
た
め
に

売
主
か
ら
購
入
す
る
石
油
の
量
が
減
っ
た
。
そ
こ
で
売
主
は
、
買
主
及
び
競
争
関
係
に
あ
る
石
油
会
社
に
対
し
、
契
約
違
反
に
基
づ
き
、
契

約
の
解
除
と
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
訴
訟
を
提
起
し
た
。
第
一
審
で
は
、
石
油
会
社
は
買
主
に
対
し
て
契
約
に
違
反
す
る
よ
う
唆
し
、
必
要

量
購
入
契
約
を
妨
害
し
た
と
認
め
、
売
主
の
請
求
を
認
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
買
主
は
、
石
油
の
売
買
契
約
が
必
要
量
購
入
契
約
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
石
油
の
購
入
量
が
減
っ
た
と
し
て
も
契
約
違
反

で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
中
間
上
訴
裁
判
所
は
、
買
主
が
売
主
に
求
め
た
石
油
の
必
要
量
が
減
っ
た
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

い
て
正
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
曰
く
、
買
主
の
目
的
が
、
売
主
と
の
契
約
関
係
を
終
わ
ら
せ
、
新

た
な
石
油
会
社
と
の
間
で
独
占
的
な
購
入
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
過
去
の
裁
判
例
か
ら
も
、
必
要
量
購

入
契
約
に
お
い
て
は
、
当
事
者
はgood faith
に
の
っ
と
っ
た
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
と
い
え
る
。
本
件
に

お
い
て
買
主
は
こ
れ
に
反
し
た
と
さ
れ
、
解
除
及
び
損
害
賠
償
の
請
求
が
認
め
ら
れ
た
。

A
-6 W

ilsonville Concrete Products v. T
odd Bldg. Co. (281 O

re. 345; 574 P2d. 1112; 1978 O
re. LEX

IS 754)

　

売
主
（W

ilsonville Concrete Products

）
と
買
主
（T

odd Bldg. Co

）
と
の
間
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
必
要
量
購
入
契
約
が
締
結
さ
れ

た
。
買
主
が
あ
る
建
物
を
建
設
す
る
の
に
必
要
な
だ
け
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
、
売
主
が
決
め
ら
れ
た
代
金
で
供
給
し
、
買
主
は
そ
の
工
事
に

必
要
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
売
主
以
外
か
ら
購
入
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
そ
の
工
事
が
都
市
計
画
の
目
的
別
地
域

区
分
に
合
致
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
買
主
は
工
事
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
買
主
は
売
主
と
の
間
の
必
要
量
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購
入
契
約
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
対
し
売
主
が
、
買
主
の
契
約
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
第
一
審
で
は
売
主

が
勝
訴
し
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
、
本
件
契
約
は
必
要
量
購
入
契
約
で
あ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
す
れ
ば
、

買
主
も
ま
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
必
要
と
し
な
く
な
る
の
は
合
理
的
な
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。
よ
っ
て
買
主
は
工
事
の
終
了
後
に
売
主
か
ら
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
購
入
す
る
義
務
が
な
い
と
し
て
、
売
主
の
請
求
を
退
け
た
。

A
-�7 R.A

. W
eaver and A

ssoc., Inc. v. A
sphalt Constr. (587 F.2d 1315; 190 U

.S. A
pp. D

.C. 418; 1978 U
.S. A

pp. LEX
IS 8260)

　

売
主
（R.A

. W
eaver

）
と
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
建
築
会
社
で
あ
る
買
主
（A

sphalt Constr.

）
と
の
間
で
石
灰
石
の
必
要
量
購
入
契
約

が
締
結
さ
れ
た
。
買
主
は
政
府
の
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
建
築
請
負
契
約
を
締
結
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
政
府
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
変
更
し
た
た
め
、売
主
に
注
文
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
売
主
が
買
主
に
対
し
、契
約
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。

そ
れ
に
対
し
買
主
は
、
必
要
量
購
入
契
約
は
約
因
を
欠
い
て
い
る
し
、
ど
れ
だ
け
の
量
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
の
合
意
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。
第
一
審
は
、
契
約
は
有
効
に
成
立
し
て
い
る
と
し
て
、
売
主
の
請
求
を
認
め
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
、
契
約
を
全
体
と
し
て
見
る
と
、
本
件
の
契
約
は
特
定
の
量
の
石
灰
石
の
売
買
契
約
で
は
な
く
、
買
主
が
そ
の
ビ
ジ

ネ
ス
を
行
う
う
え
で
必
要
な
だ
け
の
量
を
売
買
す
る
契
約
で
あ
る
と
い
え
る
と
し
た
。買
主
は
必
要
で
な
い
量
を
購
入
す
べ
き
義
務
は
な
く
、

よ
っ
て
売
主
の
請
求
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

A
-8 U

EF Incorporated v. M
ethode Electronics, Inc. (808 F. Supp. 1407; 1992 U

.S. D
ist. LEX

IS 19242)

　

売
主
（U

EF Incorporated

）
と
買
主
（M

ethode Electronics, Inc.

）
と
の
間
で
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
部
品
の
五
年
間
の
必
要
量
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購
入
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
部
品
は
、
買
主
に
よ
る
エ
ア
ー
バ
ッ
グ
の
製
造
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
五
年
の
間
、
売
主
と
買

主
は
何
度
か
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
部
品
が
購
入
さ
れ
る
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
結
局
買
主
は
よ
り
安
価
で
部
品
を
供

給
す
る
第
三
者
と
契
約
を
締
結
し
、
部
品
を
入
手
し
た
。
そ
こ
で
売
主
は
、
買
主
の
契
約
違
反
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
を
請
求
し
て
訴
え
を

提
起
し
た
。

　

裁
判
所
は
、
一
度
も
実
際
の
契
約
が
履
行
さ
れ
て
い
な
く
と
も
必
要
量
購
入
契
約
は
存
在
し
、
買
主
はgood faith

に
の
っ
と
っ
て
適
当

な
量
を
注
文
す
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
買
主
の
契
約
違
反
を
認
め
、
売
主
の
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
な
お
売
主
は
、

契
約
違
反
に
基
づ
く
救
済
と
と
も
に
、
約
束
的
禁
反
言
に
基
づ
く
救
済
を
も
同
時
に
請
求
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
契
約
が
存
在

す
る
場
合
に
は
（
本
件
で
は
売
主
と
買
主
と
の
間
に
必
要
量
購
入
契
約
が
存
在
す
る
）、
約
束
的
禁
反
言
の
法
理
は
全
く
適
用
さ
れ
な
い
と

し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

A
-9 K

och H
ydrocarbon Co. v. M

D
U

 Resources Group, Inc. (988 F.2d 1529; 1993 U
.S. A

pp. LEX
IS 4555)

　

天
然
ガ
ス
の
規
制
緩
和
を
受
け
、
ガ
ス
販
売
業
者
で
あ
る
売
主
（K

och H
ydrocarbon Co.

）
と
小
売
業
者
で
あ
る
買
主
（M

D
U

 

Resources Group, Inc.

）
と
の
間
で
、
天
然
ガ
ス
の
必
要
量
購
入
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
契
約
に
お
い
て
は
、
支
払
と
引
渡
し
が
同
時
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。
そ
の
後
ガ
ス
の
市
場
価
格
が
低
く
な
る
と
、
買
主
が
債
務
の
履
行
を
拒
否
し
た
た
め
、
売
主
は
、
買
主
に

契
約
違
反
が
あ
る
と
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
訴
え
を
提
起
し
た
。
第
一
審
で
は
売
主
が
勝
利
し
た
が
、
売
主
は
よ
り
高
額
の
損
害
賠
償

を
求
め
て
、
ま
た
買
主
は
損
害
賠
償
責
任
が
な
い
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
上
訴
し
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
、
第
一
審
と
同
様
に
、
ガ
ス
の
引
渡
し
の
受
領
を
拒
否
し
た
買
主
に
契
約
違
反
が
あ
る
と
し
、
損
害
賠
償
責
任
が
生

じ
る
と
し
た
。
ま
た
、
本
件
に
お
け
る
損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
は
、
売
主
が
損
害
を
軽
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
す
な
わ
ち
、
市
場
価
格



契約責任決定規範の多元性（２）

［89］北法71（5・388）1350

に
見
合
っ
た
代
替
取
引
を
迅
速
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
）
こ
と
か
ら
、
契
約
価
格
か
ら
市
場
価
格
を
引
く
こ
と
で
正
確
に
計
算
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
た
。

A
-10 Porous M

edia Corp. v. M
idland Brake, Inc., (220 F.3d 954; 2000 U

.S. A
pp. LEX

IS 17427)

　

売
主
（Porous M

edia Corp.

）
と
買
主
（M

idland Brake, Inc.

）
と
の
間
で
五
年
間
の
必
要
量
購
入
契
約
が
締
結
さ
れ
、
買
主
が
運

用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
た
め
に
必
要
な
部
品
の
一
部
を
売
主
が
製
造
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
買
主
は
結
局
、
売
主
以
外
の
第
三
者
か
ら

当
該
部
品
を
購
入
し
た
。
そ
こ
で
売
主
が
買
主
に
対
し
、
契
約
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
第
一
審
は
、
買

主
に
は
契
約
違
反
が
あ
っ
た
と
し
、
売
主
の
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
た
。
損
害
賠
償
の
額
は
買
主
の
契
約
違
反
に
よ
っ
て
得
ら
れ
な
く
な
っ

た
利
益
に
よ
る
が
、
契
約
期
間
で
あ
る
五
年
間
に
加
え
、
三
年
間
分
の
利
益
を
賠
償
の
範
囲
内
に
含
め
る
と
し
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
、
本
件
の
契
約
が
必
要
量
購
入
契
約
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
第
一
審
の
判
断
を
適
当
な
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
必
要

量
購
入
契
約
に
お
い
て
は
、
当
事
者
が
対
等
な
立
場
で
契
約
を
締
結
す
る
と
は
言
い
難
く
、
双
方
が
洗
練
さ
れ
た
弁
護
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
少
な
い
。
有
利
な
立
場
に
あ
っ
た
買
主
が
、
売
主
で
は
な
い
第
三
者
か
ら
部
品
を
購
入
し
、
売
主

に
注
文
を
し
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
契
約
違
反
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。

一
―
二　

そ
の
他
の
売
買
契
約

A
-11 Patterson v. M

eyerhofer (240 N
.Y

. 96; 97 N
.E. 472; 1912 N

.Y
. LEX

IS 747)

　

売
主
（Patterson

）
が
買
主
（M

eyerhofer

）
に
二
三
，
〇
〇
〇
ド
ル
で
住
宅
を
売
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
ま
ず
売
主
が
競
売
で
当

該
住
宅
を
入
手
し
、
そ
の
後
に
買
主
に
売
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
買
主
が
競
売
に
参
加
し
、
二
二
，
三
五
〇
ド
ル
で
競
り
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
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そ
こ
で
売
主
が
買
主
に
対
し
、
契
約
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
第
一
審
は
両
当
事
者
に
信
頼
関
係
は
な
か
っ
た
と
し
、

買
主
に
有
利
な
判
決
を
下
し
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
第
一
審
と
同
じ
く
、
両
当
事
者
の
間
に
信
頼
関
係
は
な
い
と
し
た
。
し
か
し
、
全
て
の
契
約
に
お
い
て
当
事
者
は
、

相
手
方
が
契
約
を
履
行
す
る
の
を
妨
害
す
る
よ
う
な
行
動
を
と
ら
な
い
と
い
う
黙
示
の
合
意
を
引
き
受
け
る
。
本
件
の
買
主
は
黙
示
の
う

ち
に
、
売
主
が
不
動
産
を
入
手
す
る
の
を
妨
害
す
る
行
動
を
と
ら
な
い
旨
の
契
約
に
合
意
し
て
お
り
、
こ
れ
に
違
反
し
た
と
さ
れ
た
。
よ
っ

て
両
当
事
者
の
間
に
信
頼
関
係
が
な
く
と
も
、
買
主
は
自
分
が
支
払
っ
た
二
二
，
三
五
〇
ド
ル
と
売
主
に
支
払
う
は
ず
で
あ
っ
た
二
三
，

〇
〇
〇
ド
ル
と
の
差
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。

A
-12 M

oore v. A
m

erican M
olasses Co. of N

Y
 (106 M

isc. 263; 174 N
.Y

. 440; 1919 N
.Y

. M
isc.)

　

売
主
（M

oore

）
と
買
主
（A

m
erican M

olasses Co.

）
と
の
間
で
糖
蜜
の
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
売
主
が
糖
蜜
を
船
で
運
送
す

る
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
、買
主
が
支
払
を
し
な
か
っ
た
た
め
、売
主
は
買
主
の
契
約
違
反
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
し
か
し
、

売
主
が
実
際
に
運
送
に
か
け
た
費
用
に
対
し
て
、
買
主
が
請
求
さ
れ
た
費
用
は
異
常
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
一
審
は
、
売
主
の
一
五
，
二
五
一
ド
ル
の
損
害
賠
償
請
求
を
妥
当
で
な
い
と
し
、
九
，
九
〇
〇
ド
ル
を
控
除
し
た
う
え
で
、
買
主
に
五
，

三
五
一
ド
ル
の
損
害
賠
償
を
支
払
う
よ
う
に
命
じ
た
。

A
-13 Iron T

rade Products Co. v. W
ilkoff Co., A

ppellant (272 Pa. 172; 116 A
. 150; 1922 Pa. LEX

IS 794)

　

レ
ー
ル
の
売
買
契
約
に
お
い
て
、
売
主
が
契
約
通
り
に
レ
ー
ル
を
納
品
し
な
か
っ
た
た
め
、
買
主
は
第
三
者
か
ら
レ
ー
ル
を
購
入
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
買
主
が
、
第
三
者
に
支
払
っ
た
額
と
売
主
と
の
契
約
額
と
の
差
額
に
つ
い
て
損
害
賠
償
請
求
し
た
。
売
主
は
、
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買
主
の
行
動
に
よ
っ
て
レ
ー
ル
の
履
行
が
妨
害
さ
れ
た
と
主
張
し
た
が
、
第
一
審
は
買
主
の
請
求
を
認
め
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
、
買
主
が
売
主
の
履
行
を
困
難
に
し
た
事
実
を
認
め
つ
つ
も
、
妨
害
し
た
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
売
主
の
契

約
違
反
が
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
ま
た
損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
も
、
原
告
が
そ
の
後
レ
ー
ル
を
転
売
し
た
と
し
て
も
、
売
買
契

約
上
の
利
益
を
求
め
る
権
利
が
あ
る
と
認
め
た
。

A
-14 Pirrone v. M

onarch W
ine Co. (497 F.2d 25; 1974 U

.S. A
pp. LEX

IS 7706)

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ワ
イ
ン
製
造
者
で
あ
る
売
主（Pirrone

）と
国
内
で
最
大
の
ピ
ー
チ
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
購
入
者
で
あ
る
買
主（M

onarch 

W
ine Co.

）
の
間
で
州
を
ま
た
ぐ
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
契
約
の
内
容
は
、
一
九
六
八
年
一
月
、
売
主
が
一
九
六
八
、一
九
六
九
年
に
そ
れ

ぞ
れ
一
五
〇
，
〇
〇
〇
ガ
ロ
ン
を
製
造
し
、
一
ガ
ロ
ン
七
．
五
ド
ル
で
販
売
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
市
場
価

格
が
下
落
し
た
た
め
、
買
主
は
商
品
の
受
取
り
を
遅
ら
せ
た
い
と
申
し
入
れ
た
が
、
売
主
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
買
主
は
、
自
身
が

船
に
よ
る
輸
送
の
申
請
を
出
さ
な
け
れ
ば
国
か
ら
の
許
可
が
出
な
い
こ
と
を
利
用
し
、
申
請
を
出
さ
な
か
っ
た
た
め
、
売
主
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
通
り
に
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
両
当
事
者
は
受
け
取
り
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
売
主
は
買

主
に
対
し
、
契
約
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
第
一
審
は
請
求
を
認
め
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
、
買
主
が
商
品
の
受
け
取
り
を
遅
滞
し
た
点
に
つ
い
て
損
害
賠
償
の
請
求
を
認
め
た
。
一
方
、
二
年
目
の
契
約
に
つ

い
て
は
両
当
事
者
が
契
約
を
終
了
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
た
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
を
否
定
し
た
。

一
―
三　

賃
貸
借
契
約

A
-15 Frank M

. Groves v. John W
under Co. (286 N

.W
. 235, 236; M

inn. 1939)



論　　　説

［92］ 北法71（5・385）1347

Frank M
. Groves v. John W

under Co. (286 N
.W

. 235, 236; M
inn. 1939)

　

貸
主
（Groves

）
と
借
主
（John W

under Co.

）
と
の
間
で
、
貸
主
の
所
有
す
る
土
地
と
そ
の
上
の
掘
削
機
に
つ
い
て
七
年
間
の
リ
ー

ス
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
契
約
で
は
、
土
地
の
上
の
砂
利
を
決
め
ら
れ
た
状
態
に
し
て
返
却
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
借

主
は
価
値
の
あ
る
状
態
の
砂
利
の
み
を
持
ち
去
る
な
ど
し
て
、
故
意
に
契
約
に
違
反
し
、
土
地
の
価
値
が
下
が
っ
た
た
め
、
貸
主
が
損
害
賠

償
を
請
求
し
た
。第
一
審
、控
訴
裁
判
所
は
土
地
を
原
状
回
復
す
る
た
め
の
賠
償
の
み
を
認
め
た
た
め
、こ
れ
に
失
望
し
た
貸
主
が
上
訴
し
た
。

　

ミ
ネ
ソ
タ
州
最
高
裁
判
所
は
、借
主
の
契
約
違
反
は
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、信
義
誠
実
に
反
し
、許
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、

原
状
回
復
よ
り
も
高
額
な
賠
償
を
認
め
た
。

A
-16 D

ickey v. Philadelphia M
init-M

an Corporation (377 Pa. 549; 105 A
.2d 580; 1954 Pa. LEX

IS 550)

　

賃
貸
人（D

ickey

）の
不
動
産
を
賃
借
人（M

init-M
an

）が
占
有
し
、洗
車
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
賃
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
賃
料
は
、

一
年
間
の
売
上
の
総
計
の
十
二
．
五
％
で
、
最
低
額
は
年
一
，
八
〇
〇
ド
ル
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
賃
借
人
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
自
動
車
の
ワ
ッ

ク
ス
が
け
に
替
え
た
の
で
、
賃
貸
人
が
、
賃
借
人
の
契
約
違
反
を
理
由
に
不
動
産
回
復
訴
訟
（
不
動
産
の
占
有
回
復
と
損
害
賠
償
）
を
提
起

し
た
。
第
一
審
は
賃
貸
人
の
請
求
を
し
り
ぞ
け
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
め
れ
ば
賃
料
が
下
が
る
と
し
て
も
、
洗
車
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
続
け
る
黙
示
の
義
務
が
賃
借
人
に

あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
し
た
。
賃
貸
人
は
別
の
場
所
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
移
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
賃
貸
人
に
賃
貸
借
契
約
を
終
わ
ら
せ
よ
う

と
思
わ
せ
る
た
め
に
、故
意
に
賃
料
を
下
げ
よ
う
と
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、洗
車
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
め
た
の
は
、good faith

に
の
っ

と
っ
た
正
当
な
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
賃
貸
人
の
訴
え
を
退
け
た
。
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一
―
四　

建
築
請
負
契
約

A
-17 T

heodore Schultze v. Issac Goodstein, and Jacob D
eng (180 N

.Y
. 248; 73 N

.E. 21; 1905 N
.Y

. LEX
IS 1073)

　

注
文
者
（Schultze

）
と
請
負
人
（Goodstein

）
と
の
間
で
建
築
請
負
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
請
負
人
が
契
約
で
合
意
し
た
パ
イ
プ
で

は
な
く
劣
等
な
質
で
安
価
な
パ
イ
プ
を
使
用
し
た
た
め
、注
文
者
は
そ
の
後
建
物
を
修
理
せ
ざ
る
を
え
ず
、一
部
代
金
の
支
払
を
拒
否
し
た
。

そ
こ
で
、
代
金
の
弁
済
に
つ
い
て
債
権
を
譲
渡
さ
れ
た
下
請
負
業
者
（D

eng

）
が
リ
ー
エ
ン
を
行
使
す
る
た
め
に
訴
え
を
提
起
し
た
。
こ

れ
に
対
し
注
文
者
は
、
請
負
人
が
配
管
工
事
に
お
い
て
契
約
に
違
反
し
て
お
り
、
請
負
人
の
示
し
た
建
築
士
の
証
明
書
は
不
実
表
示
・
詐
欺

に
よ
り
入
手
し
た
も
の
だ
っ
た
と
し
て
、
必
要
な
修
理
の
た
め
に
注
文
者
が
支
払
っ
た
額
に
つ
い
て
損
害
賠
償
請
求
し
た
。
第
一
審
で
注
文

者
が
勝
訴
し
、
中
間
上
訴
裁
判
所
で
請
負
人
側
が
勝
訴
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
は
、
適
切
な
パ
イ
プ
を
使
わ
な
か
っ
た
請
負
人
に
契
約
違
反
が
あ
る
と
し
て
注
文
者
の
主
張
を
認
め
、
下

請
負
業
者
の
請
求
に
つ
い
て
は
認
め
な
か
っ
た
。

一
―
五　

そ
の
他
の
役
務
提
供
契
約

A
-18 Lakota Girl Scout Council, Inc., v. H

avey Fund-Raising M
gm

t. Inc. (519 F.2d 634, 643; 8th Cir. 1975)

　

原
告
（Lakota Girl Scout Council, Inc.,

）
は
、専
門
家
に
基
金
調
達
を
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
。
複
数
の
会
社
と
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、

被
告
（H

avey Fund-Raising M
gm

t. Inc.

）
が
約
三
四
五
，
〇
〇
〇
ド
ル
の
基
金
調
達
が
実
現
可
能
で
あ
る
と
述
べ
た
た
め
、
原
告
は

被
告
と
の
間
で
契
約
を
締
結
し
た
。
原
告
は
被
告
に
二
八
，
〇
〇
〇
ド
ル
を
支
払
い
、
三
四
五
，
〇
〇
〇
ド
ル
の
基
金
調
達
が
依
頼
さ
れ
た

が
、
こ
の
目
標
額
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
保
証
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
目
標
額
を
遥
か
に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
た
め
、
原
告

は
被
告
が
契
約
に
違
反
し
た
と
し
、
失
わ
れ
た
利
益
の
賠
償
を
求
め
て
訴
え
た
。
第
一
審
、
控
訴
裁
判
所
は
と
も
に
、
被
告
に
契
約
違
反
が



論　　　説

［94］ 北法71（5・383）1345

あ
っ
た
と
し
、
三
五
，
〇
〇
〇
ド
ル
の
損
害
賠
償
を
認
め
た
。

　

最
高
裁
判
所
も
同
様
に
被
告
に
契
約
違
反
が
あ
っ
た
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
自
ら
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
た
側
が
、
侵
害
行
為

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
不
確
実
性
の
リ
ス
ク
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
疑
わ
し
き
は
、
実
際
に
損
害
を
被
っ
た
者
の
利
益

に
、
違
反
し
た
者
の
不
利
益
に
な
る
よ
う
、
一
般
に
解
決
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
原
告
の
請
求
が
認
め
ら
れ
た
。

二　

金
銭
債
務
の
履
行
請
求
の
事
案

　

以
下
で
と
り
あ
げ
る
事
案
は
、
特
定
履
行
の
請
求
の
う
ち
、
金
銭
債
務
の
強
制
履
行
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

二
―
一　

必
要
量
購
入
契
約

A
-19 D

ow
d v. H

ercules Pow
der Co. (66 Colo. 302; 181 P. 767; 1919 Colo. LEX

IS 365)

　

売
主
（H

ercules Pow
der Co.

）
と
買
主
（D

ow
d

）
と
の
間
で
粉
末
製
品
の
必
要
量
購
入
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
期
間
は
二
年
間
で
、

価
格
は
契
約
締
結
時
に
合
意
さ
れ
た
額
と
さ
れ
た
。
二
年
間
の
期
間
の
終
わ
り
に
、
売
主
は
す
で
に
履
行
さ
れ
た
物
品
の
一
部
に
つ
い
て
、

そ
の
代
金
を
支
払
う
よ
う
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
買
主
は
反
訴
と
し
て
、
二
年
間
の
期
間
の
終
わ
り
に
自
ら
が
求
め
た
物
品
の
提
供
に

売
主
が
応
じ
て
お
ら
ず
、売
主
に
は
契
約
違
反
が
あ
る
と
主
張
し
た
。中
間
上
訴
裁
判
所
は
売
主
の
訴
え
を
認
め
、買
主
の
反
訴
を
棄
却
し
た
。

　

コ
ロ
ラ
ド
州
最
高
裁
判
所
は
、
買
主
は
期
間
の
終
わ
り
に
な
し
た
要
求
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
と
し
て
、
売
主
の
請
求
を
認
め
る
中
間
上
訴
裁
判
所
の
判
断
を
維
持
し
た
。

二
―
二　

賃
貸
借
契
約
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A
-20 Cissana Loan Co. v. Barrron (149 W

ash. 386; 270 P. 1022; 1928 W
ash. LEX

IS 694)
　

賃
借
人
（Baron

）
が
賃
貸
人
（Cissana Loan Co.

）
か
ら
デ
パ
ー
ト
で
の
事
業
を
買
い
、建
物
に
つ
い
て
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
。

建
物
で
行
っ
た
事
業
全
体
の
売
上
高
に
よ
っ
て
賃
料
が
決
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
隣
接
し
た
建
物
を
入
手
し
た
賃
借
人
は
デ

パ
ー
ト
の
事
業
の
一
部
を
そ
ち
ら
に
移
し
た
。
賃
貸
人
は
、
移
さ
れ
た
事
業
の
売
上
高
に
よ
る
賃
料
に
つ
い
て
も
賃
借
人
は
支
払
う
べ
き
だ

と
し
、
訴
え
を
提
起
し
た
。
一
方
で
賃
借
人
は
、
隣
接
し
た
建
物
で
の
事
業
に
関
し
て
は
賃
料
を
支
払
う
必
要
が
な
く
、
自
身
に
は
全
て
の

事
業
を
移
動
す
る
権
利
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
第
一
審
で
賃
貸
人
が
勝
訴
し
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
、
賃
借
人
が
行
っ
て
い
る
事
業
全
体
の
売
上
高
か
ら
賃
料
を
計
算
す
る
契
約
で
あ
る
こ
と
、
隣
接
し
た
建
物
で
の
商

品
の
販
売
の
事
業
が
実
際
に
は
元
の
建
物
で
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
こ
と
か
ら
、
賃
貸
人
の
請
求
を
認
め
た
。

A
-21 Palm

 v. M
ortgage Investm

ent Co. of El Paso (299 S.W
.2d 869; 1950 T

ex. A
pp. LEX

IS 2076)

　

賃
貸
人
（Palm

）
と
賃
借
人
（M
ortgage Investm

ent Co.

）
と
の
間
で
店
舗
の
賃
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
賃
貸
人
は
、
当
該
店

舗
に
お
い
て
靴
の
販
売
及
び
修
理
の
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
黙
示
に
合
意
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
た
。
ま
た
、
契
約
に
よ
れ
ば
賃
料
は
売
上

高
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
さ
れ
て
お
り
、
賃
貸
人
は
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
当
該
店
舗
で
賃
借
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
大
部
分
が
行
わ
れ
る
旨
の
合

意
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
契
約
期
間
の
終
了
の
前
に
賃
借
人
が
店
舗
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
撤
退
し
た
た
め
、
賃
貸
人
は
売

上
高
の
総
計
の
六
％
か
ら
賃
借
人
が
す
で
に
支
払
っ
た
額
を
除
い
た
額
の
支
払
を
請
求
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
第
一
審
で
は
賃
貸
人
が
勝

訴
し
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
、
契
約
内
容
、
事
実
、
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
最
低
額
の
賃
料
を
支
払
う
こ
と
で
賃
借
人
は
契
約
上
の
全
て
の
義
務
を

履
行
し
た
と
い
え
る
と
し
て
、
賃
借
人
の
主
張
を
認
め
た
。
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A
-22 M

utual Life Ins Co. v. T
ailored W

om
an Inc. (309 N

.Y
. 248; 128 N

.E. 2d 401; 1955 N
.Y

. LEX
IS 952)

　

女
性
服
の
小
売
業
者
で
あ
る
賃
借
人
（T

ailored W
om

an Inc.

）
が
、
賃
貸
人
（M

utual Life Ins Co.

）
の
所
有
す
る
建
物
の
一
―

三
階
を
借
り
る
契
約
を
締
結
し
た
。
固
定
の
賃
料
以
外
に
、
売
上
高
に
よ
る
賃
料
を
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
、
建
物

の
五
階
部
分
に
つ
い
て
固
定
の
賃
料
に
よ
る
賃
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
五
階
で
の
事
業
が
成
功
し
な
か
っ
た
た
め
、
賃
借
人
が
一
―
三

階
で
行
っ
て
い
た
毛
皮
の
事
業
を
五
階
に
移
し
た
と
こ
ろ
、
両
方
の
階
で
儲
け
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
賃
貸
人
は
、
毛
皮
の
事
業
の
売
上

高
に
基
づ
く
追
加
的
な
賃
料
を
請
求
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
第
一
審
で
賃
貸
人
が
勝
訴
し
、
中
間
上
訴
裁
判
所
で
は
損
害
賠
償
請
求
を
減

額
し
た
う
え
で
認
め
た
た
め
、
両
当
時
者
が
上
訴
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
で
は
、
契
約
に
お
い
て
賃
借
人
が
事
業
を
一
―
三
階
か
ら
五
階
へ
移
す
こ
と
を
禁
ず
る
も
の
は
何
も
な

か
っ
た
と
し
た
。
し
か
し
毛
皮
の
事
業
は
実
質
的
に
は
一
―
三
階
の
事
業
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
売
上
高
は
一
―
三
階
の
賃
貸
借
契

約
の
賃
料
の
計
算
に
含
ま
れ
る
と
し
た
。

A
-23 Stop &

 Shop, Inc. v. A
. John Ganem

 &
 others (347 M

ass. 697; 200 N
.E.2d 248; 1964 M

ass. LEX
IS 825)

　

賃
貸
人
（John Ganem

）
と
賃
借
人
（Stop &

 Shop, Inc.

）
の
間
で
建
物
及
び
駐
車
場
の
賃
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
賃
借
人
が

年
に
定
額
の
賃
料
に
加
え
、
総
売
上
の
一
．
二
五
％
の
賃
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
契
約
締
結
当
時
、
賃
借
人
は
当
該
物
件
に
お

い
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
営
業
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
賃
貸
人
も
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
そ
の
後
十
年
間
、
賃
借
人
は
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
営
業
し
賃
料
を
納
め
て
い
た
が
、
隣
接
地
に
お
い
て
複
数
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
営
業
を
開
始
し
、
十
年
目
以
降
の
当

該
物
件
で
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
営
業
を
や
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
賃
貸
人
が
訴
訟
を
す
る
と
脅
し
た
た
め
、
賃
借
人
が
訴
え
を

提
起
し
た
。
賃
貸
人
は
反
訴
に
お
い
て
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
営
業
の
継
続
、
近
隣
で
賃
借
人
が
展
開
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
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の
売
上
の
一
．
二
五
％
の
賃
料
の
支
払
を
請
求
し
た
。
第
一
審
で
賃
借
人
が
勝
訴
し
た
。

　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
最
高
裁
判
所
は
、
本
件
の
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
、
当
該
物
件
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
営
業
を
継
続
す
べ
き

旨
の
黙
示
の
合
意
は
な
く
、
賃
貸
人
が
隣
接
地
に
新
た
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
く
こ
と
を
禁
じ
る
よ
う
な
黙
示
の
合
意
も
な
か
っ
た

と
し
て
（
同
じ
立
場
に
あ
る
合
理
人
が
黙
示
の
合
意
が
あ
る
と
判
断
す
る
だ
ろ
う
こ
と
を
賃
貸
人
は
証
明
し
な
か
っ
た
）、
賃
貸
人
の
請
求

を
し
り
ぞ
け
た
。

二
―
三　

建
築
請
負
契
約

A
-24 Jacob &

 Y
oungs v. K

ent (230 N
.Y

. 239; 129 N
.E. 889; 1921 N

.Y
. LEX

IS 828)

　

請
負
人
（Jacob &

 Y
oungs

）
が
注
文
者
（K

ent

）
の
た
め
に
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
建
築
す
る
契
約
を
締
結
し
、
代
金
の
一
部
が
支

払
わ
れ
た
。
契
約
で
は
、
特
定
の
ブ
ラ
ン
ド
の
パ
イ
プ
を
使
っ
て
建
築
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
請
負
人
は
そ
れ
と
異
な
る
パ
イ

プ
を
用
い
て
工
事
を
進
め
、
ほ
ぼ
全
て
の
パ
イ
プ
の
設
置
が
終
わ
る
ま
で
注
文
者
も
何
も
不
満
を
言
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
注
文
者
が
パ

イ
プ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
異
な
る
こ
と
を
理
由
に
、
最
後
の
支
払
を
拒
ん
だ
た
め
、
請
負
人
が
支
払
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
第
一
審
で
は

注
文
者
が
勝
訴
し
、
中
間
上
訴
裁
判
所
で
は
請
負
人
が
勝
訴
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
は
、
請
負
人
が
契
約
で
定
め
ら
れ
た
パ
イ
プ
を
用
い
な
か
っ
た
の
は
、
詐
欺
的
な
も
の
で
も
故
意
に
よ
る

も
の
で
も
な
い
う
え
、
使
わ
れ
た
パ
イ
プ
の
値
段
や
品
質
が
契
約
で
定
め
ら
れ
た
パ
イ
プ
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と
し
て
、
請
負
人
の
請
求
を

認
め
た
。

二
―
四　

そ
の
他
の
役
務
提
供
契
約
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A
-25 O

rville E. Fortune v. N
at’l Cash Register Co. (364 N

.E.2d 1251, 1255-56; M
ass. 1977)

　

労
働
者
（Fortune

）
は
使
用
者
（N

at’l Cash Register Co.

）
の
も
と
で
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
長
期
に
わ
た
っ
て
働
い
て
き
た
。

し
か
し
、
労
働
者
が
多
額
の
売
上
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る
前
に
、
彼
は
解
雇
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
労
働
者
は
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支
払
は
雇
用
契
約
上
の
義
務
で
あ
っ
た
と
し
て
、
提
供
役
務
相
当
金
額
を
求
め
て
使
用
者
を
訴

え
た
。
第
一
審
は
使
用
者
の
契
約
違
反
を
認
め
た
が
、
控
訴
裁
判
所
は
こ
の
判
決
を
覆
し
た
。

　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
最
高
司
法
裁
判
所
は
、
第
一
審
の
立
場
に
立
っ
た
。
例
え
使
用
者
が
、
明
示
的
な
契
約
条
項
に
違
反
し
て
い
な
く

て
も
、
契
約
に
は
信
義
誠
実
や
公
正
取
引
と
い
っ
た
黙
示
の
約
束
が
含
ま
れ
る
。
使
用
者
が
ボ
ー
ナ
ス
を
支
払
わ
ず
に
労
働
者
を
解
雇
し
た

こ
と
は
、
信
義
誠
実
に
反
し
、
契
約
違
反
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。

三　

非
金
銭
債
務
の
履
行
請
求
の
事
案

　

以
下
で
は
、
非
金
銭
債
務
の
強
制
履
行
の
事
案
を
見
る
。
な
お
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
裁
判
例
は
す
べ
て
必
要
量
購
入
契
約
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。

A
-26 A

sahel W
heeler Co. v. M

endleson (180 A
.D

. 9; 167 N
.Y

.S. 435; 1917 N
.Y

. A
pp. D

iv. LEX
IS 8094)

　

売
主
（M

endleson

）
と
買
主
（A

sahel W
heeler Co.

）
は
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
取
引
を
行
っ
て
き
た
。
一
九
一
四
年
に
売
主
が

供
給
し
た
二
，
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
苛
性
ソ
ー
ダ
は
、
買
主
が
一
九
一
五
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
利
用
す
る
も
の
と
し
て
充
分
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

両
者
は
、
一
九
一
五
年
に
買
主
が
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
苛
性
ソ
ー
ダ
に
つ
い
て
、
売
主
が
供
給
す
る
旨
の
未
履
行
契
約
を
締
結
し
た
。

一
九
一
五
年
の
終
わ
り
に
、
売
主
は
す
で
に
買
主
に
二
，
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
苛
性
ソ
ー
ダ
を
引
き
渡
し
て
い
た
が
、
苛
性
ソ
ー
ダ
の
市
場
価
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格
が
急
上
昇
し
た
こ
と
を
受
け
、
買
主
は
さ
ら
に
追
加
し
て
五
〇
，
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
苛
性
ソ
ー
ダ
を
引
き
渡
す
よ
う
売
主
に
求
め
た
。
売

主
が
履
行
を
拒
否
し
た
た
め
、
買
主
は
売
主
に
契
約
違
反
が
あ
る
と
し
、
履
行
を
請
求
す
る
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
、
契
約
に
お
い
て
給
付
さ
れ
る
べ
き
苛
性
ソ
ー
ダ
の
量
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
当
事
者
の
取
引
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
見
る
こ
と
で
合
理
的
な
量
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
買
主
は
、
五
〇
，
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
注
文
がgood faith

に
の
っ
と
っ
た
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
契
約
の
目
的
は
契
約
価
格
等
か
ら
推
測
さ
れ
、
契
約
締
結

時
に
両
当
事
者
が
五
〇
，
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
も
の
苛
性
ソ
ー
ダ
を
取
引
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
さ
れ
、
買
主
の
請
求
は
否

定
さ
れ
た
。

A
-27 Southw

est N
atural Gas Co. v. O

klahom
a Cem

ent Co. (102 F.2d 630; 1939 U
.S. A

pp. LEX
IS 4819)

　

ガ
ス
会
社
で
あ
る
売
主
（Southw

est N
atural Gas Co.

）
と
セ
メ
ン
ト
会
社
で
あ
る
買
主
（O

klahom
a Cem

ent Co.

）
と
の
間
で
、

十
五
年
間
の
必
要
量
購
入
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
契
約
締
結
か
ら
七
年
後
、
セ
メ
ン
ト
会
社
の
ボ
イ
ラ
ー
の
設
備
（
契
約
締
結
の
二
十
年
前

か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
）
が
古
く
な
っ
た
た
め
に
、
買
主
は
新
た
な
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
必
要
な
ガ
ス
の
量
が
減

る
こ
と
に
な
っ
た
。
売
主
は
新
技
術
の
導
入
が
契
約
違
反
に
あ
た
る
と
し
て
、
買
主
が
必
要
な
ガ
ス
の
量
を
変
え
な
い
方
法
で
新
技
術
を
導

入
す
る
よ
う
訴
え
た
が
、
第
一
審
で
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

中
間
上
訴
裁
判
所
は
、
買
主
に
よ
る
新
技
術
の
導
入
はgood faith
に
の
っ
と
っ
た
適
当
な
も
の
で
あ
り
、
契
約
違
反
に
は
あ
た
ら
な
い

と
し
た
。

A
-28 Eastern A

ir Lines, Inc. v. Gulf O
il Corp. (415 F. Supp. 429; 1975 U

.S. D
ist. LEX

IS 15673)
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売
主
で
あ
る
石
油
会
社
（Gulf O

il Corp.

）
と
買
主
で
あ
る
航
空
会
社
（Eastern A

ir Lines, Inc.

）
と
の
間
で
長
期
間
に
わ
た
る
石

油
の
必
要
量
購
入
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
石
油
の
原
産
国
に
よ
る
通
商
禁
止
に
よ
り
、
石
油
の
市
場
価
格
が
上
昇
し
た
際
、
買
主
は
、
代
金

は
契
約
締
結
時
の
ま
ま
で
航
空
燃
料
を
供
給
す
る
よ
う
求
め
た
。
売
主
は
、
経
済
的
な
観
点
か
ら
履
行
が
不
可
能
に
な
っ
た
と
し
て
、
必
要

量
購
入
契
約
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
。
し
か
し
買
主
は
、
石
油
の
原
産
国
に
よ
る
通
商
禁
止
が
近
々
起
こ
り
う
る
こ
と
は
、
売
主
・

買
主
双
方
が
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
契
約
を
締
結
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
に
は
履
行
を
請
求
す
る
権
利
が
あ
る

と
主
張
し
、
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

裁
判
所
は
、
経
済
的
な
観
点
か
ら
履
行
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
売
主
が
実
際
に
経
済
的
な
損
失
を
受
け
て
い
る
場
面
で
な
け

れ
ば
有
効
で
な
い
と
し
た
。
そ
の
点
、
本
件
の
売
主
は
、
そ
の
他
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ
て
利
益
を
出
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
本
件
の
必
要

量
購
入
契
約
に
お
い
て
被
る
金
銭
的
損
失
は
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
買
主
に
よ
る
履
行
請
求
を
認
め
た
。

第
三
節　

裁
判
例
の
分
析

一　

分
析
の
前
提
と
し
て
の
事
案
の
整
理

　

以
上
の
栽
培
例
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
契
約
に
お
い
て
当
事
者
が
明
示
的
に
合
意
し
た
内
容
に
つ
い
て
債
務
者
に
違
反
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
、
債
務
者
に
（
明
示
の
義
務
違
反
以
外
の
）fault

が
認
め
ら
れ
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
事
案
を
分
類
し
た
（
表
）。

　

債
務
者
のfault

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
事
案
の
う
ち
、
債
務
者
が
契
約
に
違
反
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
契
約
違
反
は
重

大
な
帰
責
根
拠
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
（
債
務
者
が
機
会
主
義
的
に
行
動
し
て
い
る
、
故
意
に
契
約
に
違
反
し
て
い
る
な
ど
）
場
合
、
債

務
者
に
は
契
約
責
任
が
発
生
し
て
い
た
（
表
左
上
）。
債
務
者
が
契
約
に
明
示
的
に
表
れ
て
い
る
義
務
に
違
反
し
た
と
は
い
え
な
い
場
合
で
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あ
っ
て
も
、
債
務
者
に
強
いfault

が
認
め
ら
れ
れ
ば
契
約
責
任
が
発
生
し
（
表
右
上
）、
そ
の
よ
う
な
強

いfault
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
責
任
が
発
生
し
な
か
っ
た
（
表
右
下
）。
ま
た
、
債
務
者
が
契
約
上
の

義
務
に
違
反
し
て
い
る
も
の
の
、
債
務
者
にfault

は
認
め
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
債
権
者
側
に
強
いfault

が

見
ら
れ
る
場
合
に
、
債
権
者
の
債
務
者
に
対
す
る
契
約
責
任
の
追
及
を
許
さ
な
い
も
の
が
み
ら
れ
た
（
表

左
下
）。

　

単
純
に
表
を
眺
め
れ
ば
、
明
示
の
義
務
違
反
が
あ
り
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
（
表
左
上
）
及
び
明
示

の
義
務
違
反
が
な
く
責
任
が
否
定
さ
れ
た
事
案
（
表
右
下
）
は
純
粋
な
厳
格
責
任
の
立
場
に
即
し
た
も
の

で
あ
る
。
一
方
、
明
示
の
義
務
違
反
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
（
表
右
上
）
及
び

明
示
の
義
務
違
反
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
責
任
が
否
定
さ
れ
た
事
案
（
表
左
下
）
は
、
純
粋
な
厳
格
責
任

の
立
場
と
は
相
い
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
裁
判
例
を
純
粋
な
厳
格
責
任
の
立
場

か
ら
説
明
し
得
る
も
の
と
説
明
し
得
な
い
も
の
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

二　

純
粋
な
厳
格
責
任
の
立
場
か
ら
説
明
し
得
る
事
案

　

A
-13

、A
-14

、A
-15

、A
-17

、A
-19

、A
-24

、A
-28

（
表
左
上
）
は
、
債
務
者
が
契
約
で
明
示
的
に

引
き
受
け
た
義
務
に
違
反
し
て
い
て
、
契
約
責
任
が
認
め
ら
れ
た
事
案
で
あ
る
。A

-3

、A
-6

、A
-7

、

A
-16

、A
-21

、A
-23

、A
-27

（
表
右
下
）
は
、
債
務
者
に
明
示
の
契
約
違
反
が
な
く
、
契
約
責
任
が
否
定
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
案
は
、
厳
格
責
任
の
立
場
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
裁
判
例
を
具
体
的
に
み
る
と
、
単

に
契
約
違
反
が
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
な
い
か
ら
、
と
い
う
理
由
の
み
で
契
約
責
任
の
有
無
が
判
断
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
も
の
が
見

表 明⽰の義務違反あり 明⽰の義務違反なし 

fault
あり 

A-13、A-14、A-15、A-17、
A-19、A-24、A-28
⇒責任肯定 

A-4、A-5、A-8、A-9、
A-10、A-11、A-18、A-20、
A-22、A-25
⇒責任肯定 

fault
なし 

A-1、A-2、A-12（？）、
A-26
⇒責任否定 

A-3、A-6、A-7、A-16、
A-21、A-23、A-27
⇒責任否定 
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受
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
と
い
っ
た
価
値
判
断
に
も
触
れ
た
う
え
で
、
契
約
責
任
が

生
ず
る
か
ど
う
か
を
決
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
、
当
事
者
が
訴
訟
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
主
張
を
し
た
た
め
に
、
裁
判
所
が
そ
れ

に
応
じ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
明
示
的
な
契
約
で
引
き
受
け
た
こ
と
の
み
を
す
れ
ば
足
り
る

と
い
う
認
識
が
必
ず
し
も
一
般
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
契
約
に
よ
っ
て
は
、
当
事
者
が
、
こ
の
よ
う
に
行

動
す
べ
き
で
あ
る
、
あ
る
い
は
行
動
す
べ
き
で
な
い
と
の
価
値
判
断
を
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
行
動
す
れ
ば
債
務
を
履
行
し
た
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
い
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
前
者
の
グ
ル
ー
プ
（
表
左
上
）
に
属
す
るA

-14

の
事
案
に
お
い
て
は
、
契
約
に
違
反
し
た
た
め
に
当
然
に
契
約
責
任
を
負
っ

た
と
も
言
い
う
る
が
、
判
決
文
で
は
債
務
者
が
明
示
の
義
務
違
反
を
犯
し
た
こ
と
の
み
に
触
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
判
決
文
の

中
で
、
買
主
が
輸
送
に
つ
い
て
一
方
的
に
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
た
り
、
売
主
に
つ
い
て
は
、
再
三
受
取
り

を
遅
ら
せ
た
い
と
連
絡
を
受
け
な
が
ら
そ
れ
を
拒
否
し
続
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
製
造
の
後
、
工
場
を
ワ
イ
ン
の
作
業
（
売

主
に
と
っ
て
メ
イ
ン
の
事
業
で
あ
る
）に
使
う
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
、売
主
の
行
動
に
問
題
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

　

A
-19

の
必
要
量
購
入
契
約
の
事
案
で
は
、
買
主
が
売
主
に
対
し
代
金
の
一
部
を
支
払
っ
て
い
な
い
一
方
で
、
買
主
は
、
売
主
が
買
主
の

注
文
に
応
じ
て
い
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
必
要
量
購
入
契
約
に
お
い
て
は
、
売
主
は
買
主
が
必
要
な
時
に
必
要
な
量
を
供
給
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、裁
判
所
は
、買
主
は
自
ら
の
注
文
が
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　

A
-24

の
事
案
で
は
注
文
者
は
一
部
代
金
の
支
払
を
し
て
お
ら
ず
、
明
確
な
契
約
違
反
が
あ
る
た
め
、
支
払
う
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
た
の

は
当
然
と
も
い
え
る
。
し
か
し
一
方
で
、
契
約
書
に
定
め
ら
れ
た
パ
イ
プ
を
用
い
て
い
な
い
請
負
人
も
契
約
に
違
反
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
使
わ
れ
た
パ
イ
プ
と
契
約
書
に
定
め
ら
れ
た
パ
イ
プ
が
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
、
請
負
人
に
故
意
や
詐
欺
的
な
目
的
は

な
か
っ
た
点
が
言
及
さ
れ
、
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
当
事
者
の
実
質
的
な
合
意
が
特
定
の
ブ
ラ
ン
ド
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
同
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等
の
パ
イ
プ
を
使
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
の
考
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

A
-28

の
必
要
量
購
入
契
約
の
事
案
で
は
、
売
主
が
履
行
を
や
め
た
理
由
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
売
主
が
単
に
契
約
上

の
義
務
を
果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
契
約
責
任
が
認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
売
主
に
は
経
済
的
な
観
点
か
ら
も
履
行

を
や
め
る
合
理
的
な
理
由
が
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
（
表
右
下
）
の
う
ち
、A-3

は
必
要
量
購
入
契
約
の
事
案
で
あ
る
。
買
主
は
単
に
必
要
で
な
く
な
っ
た
た
め
に
、

売
主
か
ら
購
入
す
る
量
を
減
ら
し
た
の
で
あ
り
、
契
約
上
は
何
の
問
題
も
な
い
。
し
か
し
裁
判
所
は
、
買
主
が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
量
の
物

品
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
理
由
が
買
主
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
縮
減
に
あ
る
こ
と
に
言
及
し
、
さ
ら
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
縮
減
がgood faith

に
の
っ

と
っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
判
断
を
し
た
う
え
で
、
買
主
の
契
約
責
任
を
否
定
し
て
い
る
。

　

A
-16

の
事
案
に
お
い
て
は
、
当
該
不
動
産
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
か
、
契
約
上
で
は
合
意
が
な
い
の
で
、
賃
借
人
に

契
約
違
反
が
な
い
と
単
純
に
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
洗
車
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
め
た
の
はgood faith

に
の
っ
と
っ
た
、
正
当
な
ビ
ジ
ネ
ス
上

の
判
断
と
の
考
慮
が
さ
れ
て
い
る
。

　

A
-21

の
賃
貸
借
契
約
で
は
、
明
示
の
契
約
に
従
っ
て
い
た
賃
借
人
に
は
契
約
責
任
は
な
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
（
賃
貸
人
の
期
待
に
は

背
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
契
約
締
結
時
に
当
事
者
が
明
示
的
に
合
意
し
た
内
容
に
含
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
）。
し
か
し
裁

判
所
は
、契
約
内
容
だ
け
で
な
く
、本
件
に
お
け
る
事
実
や
状
況
を
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
う
え
で
、賃
借
人
の
契
約
責
任
を
否
定
し
て
い
る
。

　

同
じ
く
賃
貸
借
契
約
の
事
案
で
あ
るA

-23

で
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
営
業
を
継
続
す
べ
き
旨
の
黙
示
の
合
意
、
及
び
近
接
地
で

同
様
の
営
業
を
行
わ
な
い
旨
の
黙
示
の
合
意
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
判
断
さ
れ
て
い
る
。
明
示
の
契
約
上
は
こ
れ
ら
の
合
意
は
な
い
た
め
、
賃

借
人
の
行
動
に
問
題
は
な
い
が
、
賃
貸
人
が
黙
示
の
合
意
の
存
在
を
主
張
し
た
事
案
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
黙
示
の
合
意
の
存
在
を
主
張
す

る
た
め
に
は
、
同
じ
立
場
に
あ
る
合
理
人
も
黙
示
の
合
意
が
あ
る
と
判
断
す
る
だ
ろ
う
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
賃
貸



論　　　説

［104］ 北法71（5・373）1335

人
は
こ
れ
を
証
明
し
な
か
っ
た
と
し
、
こ
れ
を
理
由
に
賃
貸
人
の
請
求
を
し
り
ぞ
け
て
い
る
。

　

A
-27

は
必
要
量
購
入
契
約
の
事
案
で
あ
り
、
必
要
で
な
く
な
っ
た
分
の
ガ
ス
を
単
に
購
入
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
契
約
責
任
を
負

う
必
要
は
な
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
五
年
と
い
う
長
期
間
の
契
約
で
あ
れ
ば
そ
の
間
に
技
術
は
進
化
し
て
い
く
の
が
普
通
で

あ
る
と
言
及
す
る
な
ど
、
新
技
術
の
導
入
が
適
切
な
も
の
か
ど
う
か
考
慮
し
た
う
え
で
、
契
約
違
反
の
有
無
を
判
断
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、債
務
者
が
契
約
で
引
き
受
け
た
こ
と
に
違
反
し
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、ス
ト
レ
ー
ト
に
契
約
責
任
を
認
め
た
事
案
も
あ
る
。

例
え
ばA

-17

で
は
、
請
負
人
が
契
約
で
合
意
し
た
パ
イ
プ
で
は
な
く
劣
等
な
質
で
安
価
な
パ
イ
プ
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
明
示
の
義
務

違
反
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
注
文
者
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
。A

-13

も
同
様
に
、
契
約
で
定
め
ら
れ
た
通
り
に
レ
ー
ル
を
納
品
し
な
か
っ

た
債
務
者
に
、
契
約
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、A

-6

及
びA

-7

の
事
案
で
は
、
必
要
量
購
入
契
約
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
買
主
が
必

要
な
量
の
み
購
入
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
必
要
で
な
け
れ
ば
購
入
し
な
い
こ
と
に
ま
っ
た
く
問
題
は
な
い
と
し
て
お
り
、
契
約
上
の
義
務
違

反
が
な
い
こ
と
の
み
を
も
っ
て
契
約
責
任
を
否
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
事
案
は
、
契
約
に
違
反
す
る
こ
と
以
外
の
要
素
が
帰
責
根

拠
に
な
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
案
で
は
、
い
わ
ば
、
帰
責
根
拠
と
し
て
契
約
に
違
反
し
た
こ
と
が
あ
て
は
ま
る

の
で
あ
る
。
契
約
で
合
意
し
た
こ
と
に
違
反
す
る
こ
と
が
責
め
ら
れ
る
べ
き
根
拠
と
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

三　

純
粋
な
厳
格
責
任
の
立
場
か
ら
説
明
し
得
な
い
事
案

　

A
-4

、A-5

、A-8

、A-9

、A-10

、A-11

、A-18

、A-20

、A-22

、A-25
（
表
右
上
）
及
びA

-1

、A-2

、A-12

、A-26

（
表
左
下
）
の
事
案
は
、

純
粋
な
厳
格
責
任
論
で
は
説
明
で
き
な
い
と
い
え
る
。
前
者
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
債
務
者
は
契
約
に
お
い
て
明
示
的
に
合
意
し
た
内

容
に
違
反
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
厳
格
責
任
論
に
よ
れ
ば
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
契
約
責
任
が
生
じ
て
い

（
（11
（

る
。

こ
こ
で
は
、
契
約
に
違
反
し
た
か
ど
う
か
以
外
の
要
素
が
帰
責
根
拠
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
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に
つ
い
て
は
、
債
務
者
が
契
約
締
結
時
に
合
意
し
た
内
容
に
違
反
し
て
お
り
、
厳
格
責
任
に
よ
れ
ば
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
契
約
責
任
が
生
じ

る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
事
案
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
債
務
者
が
責
任
を
免
れ
て
い
る
（
あ
る
い
は
追
及
さ
れ
る
べ
き
損
害

賠
償
の
額
が
減
額
さ
れ
て
い
る
）
の
で
あ
り
、純
粋
な
厳
格
責
任
の
立
場
で
は
説
明
で
き
な
い
。
そ
こ
で
以
降
で
は
、こ
れ
ら
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
位
置
す
る
十
三
件
の
裁
判
例
を
個
別
に
分
析
し
、
明
示
の
義
務
違
反
以
外
の
帰
責
根
拠
―
―
す
な
わ
ち
、
機
会
主
義
的
行
動
の
有
無
や

故
意
に
よ
る
契
約
違
反
―
―
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
、
前
者
の
グ
ル
ー
プ
（
表
右
上
）
の
う
ちA

-4

は
、
必
要
量
購
入
契
約
の
事
案
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
契
約
類
型
に
お
い
て
は
、
買

主
が
自
ら
の
事
業
の
た
め
に
必
要
と
す
る
物
品
を
、
必
要
な
時
期
に
必
要
な
量
だ
け
売
主
に
供
給
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

性
格
上
、
売
主
が
一
方
的
に
不
利
な
立
場
に
お
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
買
主
が
機
会
主
義
的
行
動
を
と
り
や
す
い
典
型
例
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
本
件
で
売
主
は
、
骨
材
を
必
要
と
し
て
い
た
施
設
を
第
三
者
（
買
主
の
後
任
者
で
は
あ
る
が
）
に
引
き
渡
し
、
そ
の
後
骨
材
の
購
入
を

や
め
て
い
る
。
必
要
量
購
入
契
約
で
あ
る
と
は
い
え
、
買
主
の
行
動
が
適
切
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
、
契
約
上
の
義
務
違
反
の
有
無
と
は
別

に
考
慮
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

A
-5

も
必
要
量
購
入
契
約
の
事
案
で
あ
り
、
本
件
で
買
主
が
売
主
か
ら
購
入
す
る
物
品
の
量
が
減
っ
た
の
は
、
買
主
が
売
主
と
競
争
関
係

に
あ
る
石
油
会
社
と
の
間
で
新
た
に
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
必
要
量
購
入
契
約
な
の
で
あ
れ
ば
、
買
主
は
ど
の

よ
う
な
理
由
で
あ
れ
必
要
で
な
い
物
品
を
購
入
す
る
契
約
上
の
義
務
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
本
件
で
は
、
物
品
の
購
入
が
減
っ
た
理

由
が
考
慮
さ
れ
、
そ
れ
はgood faith

に
の
っ
と
っ
た
行
動
で
は
な
い
と
の
判
断
か
ら
、
買
主
に
契
約
責
任
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

A
-8

、A
-10

の
必
要
量
購
入
契
約
の
事
案
で
もA

-5

と
同
様
、
売
主
か
ら
購
入
す
る
物
品
の
量
が
減
っ
た
、
あ
る
い
は
購
入
し
な
い
買
主

に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。A

-8

、A
-10

の
事
案
で
は
買
主
は
、
売
主
と
は
別
の
、
よ
り
安
価
で
部
品
を
提
供
す
る
第

三
者
と
契
約
を
締
結
し
た
た
め
に
、
売
主
か
ら
購
入
す
る
物
品
の
量
が
減
っ
た
、
あ
る
い
は
購
入
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な



論　　　説

［106］ 北法71（5・371）1333

行
動
はgood faith

に
の
っ
と
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
、
買
主
に
は
契
約
責
任
が
認
め
ら
れ
た
。

　

A
-9

の
必
要
量
購
入
契
約
の
事
案
で
、
買
主
が
売
主
か
ら
の
履
行
を
拒
否
し
た
原
因
は
、
市
場
価
格
の
変
動
で
あ
っ
た
。
本
件
で
は
契
約

締
結
後
、
天
然
ガ
ス
の
市
場
価
格
が
、
契
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
価
格
よ
り
も
低
く
な
り
、
買
主
は
売
主
か
ら
の
購
入
を
や
め
る
こ
と
に

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
必
要
量
購
入
契
約
の
買
主
で
あ
る
立
場
を
利
用
し
、
市
場
価
格
の
変
動
に
よ
っ
て
自
ら
の
利
益
に
な
る
よ

う
に
働
い
た
た
め
、
買
主
に
は
契
約
責
任
が
認
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

A
-11

の
事
案
は
、
建
物
の
売
買
契
約
で
あ
る
が
、
契
約
に
お
い
て
両
当
事
者
が
、
買
主
が
競
売
に
参
加
し
て
は
い
け
な
い
等
の
明
確
な

合
意
を
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
裁
判
所
が
黙
示
の
合
意
を
契
約
の
中
に
読
み
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
売
主
か
ら
建
物
を
買
う

契
約
を
締
結
し
な
が
ら
、
競
売
に
参
加
し
て
先
ん
じ
て
建
物
を
購
入
し
た
買
主
に
、
契
約
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

A
-20

、A
-22

の
賃
貸
借
契
約
で
は
、
事
業
の
移
動
を
禁
ず
る
旨
の
明
示
的
な
合
意
は
な
く
、
そ
の
こ
と
は
判
決
文
の
中
で
も
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
の
事
案
に
お
い
て
も
賃
借
人
の
行
動
に
問
題
は
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
賃
貸
人
に
よ
る
賃
料
の
請

求
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
賃
料
を
抑
え
る
た
め
に
事
業
を
移
す
と
い
っ
た
賃
借
人
の
機
会
主
義
的
行
動
を
抑
止
す
る
よ
う
な
判
断
が
な
さ
れ

て
い
る
と
い
い
う
る
の
で
は
な
い
か
。

　

役
務
提
供
契
約
の
違
反
が
認
め
ら
れ
たA

-18

、A
-25

の
事
案
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
使
用
者
が
労
働
者
に
ボ
ー
ナ
ス
を
支
払
う
こ
と
、
被

告
が
原
告
の
た
め
に
一
定
額
の
資
金
調
達
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
明
示
的
な
合
意
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、A

-18

の
事
案
で
は
信
義
誠

実
と
い
う
黙
示
の
約
束
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
債
務
者
は
こ
れ
に
反
し
た
と
し
て
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
。
ま
た
、A

-25

の
事
案
で
は
原

告
の
行
為
が
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
契
約
責
任
が
肯
定
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
が
賠
償
額
の
決
定
に
も
影
響
し

て
い
る
。

　

次
に
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
（
表
左
下
）
で
あ
る
が
、A

-1

の
事
案
は
必
要
量
購
入
契
約
の
事
案
な
の
で
、
買
主
が
必
要
な
と
き
に
必
要
な
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だ
け
供
給
で
き
な
か
っ
た
売
主
に
は
明
確
な
契
約
違
反
が
あ
り
、
裁
判
所
も
そ
れ
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
裁
判
所
は
、
買
主
が
三
年
目
に

大
量
の
注
文
を
し
た
の
は
、
物
品
の
市
場
価
格
が
上
昇
し
た
た
め
で
あ
る
点
に
触
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
そ
の
よ
う
な
合
意
は
明
示
的

に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
買
主
に
は
最
初
の
二
年
間
に
合
理
的
な
量
を
売
主
か
ら
購
入
す
る
黙
示
の
義
務
が
あ
っ
た
と

し
、
買
主
は
そ
れ
に
違
反
し
た
た
め
に
売
主
の
契
約
違
反
を
追
及
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

　

A
-2

、A
-26

の
事
案
もA

-1

と
同
様
に
、
必
要
量
購
入
契
約
の
事
案
で
、
市
場
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と
を
受
け
て
買
主
が
大
量
の
注
文
を

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
こ
の
よ
う
に
自
己
に
有
利
な
よ
う
に
機
会
主
義
的
に
働
い
た
買
主
に
は
、
売
主
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求

が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、A

-2

の
事
案
で
は
裁
判
所
は
、
損
害
賠
償
請
求
を
否
定
す
る
理
由
と
し
て
、
本
件
の
必
要
量
購
入
契
約
に

約
因
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。A
-26

の
事
案
で
は
、
追
加
的
に
大
量
の
注
文
を
す
る
買
主
は
、
そ
の
よ
う
な
行
動
を
と
る

good faith

に
の
っ
と
っ
た
理
由
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ず
、そ
れ
が
な
い
た
め
に
売
主
に
対
し
て
強
制
履
行
を
す
る
権
利
が
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
裁
判
所
が
、
機
会
主
義
的
行
動
が
あ
っ
た
か
否
か
を
契
約
責
任
の
判
断
に
含
め
て
い
る
こ
と
が
、
よ
り
よ
く
表
れ
て
い
る
と
い

え
る
。

　

A
-12

の
売
買
契
約
に
お
い
て
は
、
買
主
は
、
物
品
の
運
送
費
用
を
負
担
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
の
に
こ
れ
を
支
払
わ
な
か
っ
た
。
厳
格
責

任
の
立
場
か
ら
は
、
買
主
が
契
約
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
買
主
は
売
主
か
ら
の
請
求
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
裁
判
所

は
、
売
主
が
請
求
し
た
運
送
費
用
が
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
判
断
し
た
う
え
で
、
買
主
が
支
払
う
べ
き
損
害
賠
償
額
を
減
額
し

て
い
る
。

　

以
上
の
裁
判
例
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
が
と
る
べ
き
で
な
い
行
動
（
機
会
主
義
的
行
動
や
、
故
意
の
契
約
違
反
）
が
あ
っ
た
か
否
か

が
、
当
事
者
が
明
示
の
契
約
に
違
反
し
た
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
契
約
責
任
の
判
断
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
のfault

が
帰
責
根
拠
と
し
て
判
断
さ
れ
る
際
、
そ
の
態
様
に
は
以
下
の
二
通
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
「
契
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約
違
反
の
有
無
の
判
断
と
は
別
に
、
帰
責
根
拠
と
し
てfault

を
考
慮
す
る
場
合
」、
第
二
に
「
当
事
者
の
合
意
そ
の
も
の
に
還
元
さ
れ
な
い

fault
を
黙
示
の
合
意
と
し
て
読
み
込
ん
だ
う
え
で
、
契
約
違
反
の
有
無
を
判
断
す
る
場
合
」
で
あ
る
。

　

特
に
前
者
の
態
様
が
強
く
見
ら
れ
た
事
案
と
し
てA

-20

、A
-22

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
、
賃
借
人
が
賃
借

し
て
い
る
建
物
内
で
、
あ
る
い
は
賃
借
し
て
い
る
建
物
の
外
へ
事
業
の
一
部
を
移
動
し
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
賃

貸
借
契
約
に
お
い
て
事
業
の
移
動
を
禁
ず
る
旨
の
合
意
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
事
者

間
で
の
契
約
に
は
直
接
還
元
さ
れ
な
い
、
賃
借
人
の
行
動
の
評
価
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
事
業
の
一
部
を
抑
え
る
こ
と
で
賃
料
を
抑
え
た

賃
借
人
に
は
契
約
責
任
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
後
者
の
態
様
が
見
ら
れ
る
事
案
は
、A
-1

、A
-11

で
あ
る
。A

-1

で
は
、
必
要
量
購
入
契
約
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
初
の

二
年
間
全
く
購
入
せ
ず
に
、
市
場
価
格
が
上
昇
し
た
三
年
目
に
大
量
に
購
入
し
よ
う
と
し
た
売
主
に
、
最
初
の
二
年
間
に
一
定
量
を
購
入
す

る
黙
示
の
義
務
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
買
主
の
機
会
主
義
的
行
動
を
抑
止
す
る
た
め
に
、
社
会
的
な
価
値
判
断
を
当
事
者
の

契
約
内
容
に
黙
示
の
合
意
と
し
て
読
み
込
ん
だ
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
こ
の
他
、
必
要
量
購
入
契
約
の
事
案
に
お
い
て
は
、
明
示
の
契
約

に
は
義
務
と
し
て
表
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
買
主
に
合
理
的
な
行
動
を
要
請
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
た
。A

-11

の
売
買
契
約
に
お

い
て
も
、
明
示
的
な
契
約
内
容
に
表
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
買
主
は
売
主
の
履
行
を
妨
害
す
る
よ
う
な
行
動
を
と
ら
な
い
黙
示
の
合

意
が
あ
っ
た
と
し
、
競
売
に
参
加
し
た
買
主
に
契
約
責
任
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
態
様
で
契
約
責
任
の
有
無
の
判
断
に
機
会
主
義
的

行
動
を
取
り
込
む
場
合
、
形
式
的
に
は
契
約
に
違
反
し
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
契
約
責
任
の
有
無
が
判
断
さ
れ
て
い
る
と
説
明
で
き
、
厳
格

責
任
の
立
場
へ
の
親
和
性
が
よ
り
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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第
四
節　

小
括

　

前
章
で
み
た
よ
う
に
、
近
年
のfault
論
か
ら
は
、
実
際
の
裁
判
例
に
お
い
て
、
一
定
の
法
理
を
通
し
て
契
約
責
任
の
決
定
に
あ
た
っ
て

fault

が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
当
事
者
の
明
示
の
義
務
違
反
以
外
の
要
素
が
帰
責
根
拠
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
具
体
的
事
案
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

裁
判
例
を
検
討
す
る
と
、
債
務
者
に
明
示
の
義
務
違
反
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
契
約
責
任
が
否
定
さ
れ
た
事
案
（A

-1

、A
-2

、A
-12

、

A
-26

）
や
、
明
示
の
義
務
違
反
の
な
い
債
務
者
の
契
約
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
（A

-4

、A
-5

、A
-8

、A
-9

、A
-10

、A
-11

、A
-18

、

A
-20

、A
-22

、A
-25

）
が
見
受
け
ら
れ
た
。
一
方
で
、
明
示
の
義
務
違
反
が
あ
る
債
務
者
に
契
約
責
任
を
認
め
た
事
案
（A

-13

、A
-14

、

A
-15

、A
-17

、A
-19

、A
-24

、A
-28

）、
あ
る
い
は
明
示
の
義
務
違
反
の
な
い
債
務
者
の
契
約
責
任
を
否
定
し
た
事
案
（A

-3

、A
-6

、

A
-7

、A
-16

、A
-21

、A
-23

、A
-27

）
に
お
い
て
も
、
明
示
の
義
務
違
反
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
だ
け
で
は
な
く
、
当
事
者
が
機
会
主
義
的
に

行
動
し
た
か
、
契
約
違
反
が
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
言
及
が
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
伝
統
的
通
説
の
理
解
と
は
異
な
る

判
断
要
素
が
機
能
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
114
）
な
お
、
契
約
責
任
の
帰
責
根
拠
に
つ
い
て
、
日
本
法
に
お
け
る
伝
統
的
通
説
の
立
場
（
過
失
責
任
）
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
前
者
の
グ
ル
ー

プ
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
法
に
お
い
て
契
約
責
任
が
生
じ
る
た
め
に
は
、
債
務
者
の
故
意
・
過
失
だ
け
で
な
く
、
契
約
違
反
の

事
実
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
前
者
の
グ
ル
ー
プ
で
契
約
責
任
が
生
じ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
黙
示
的
な
合
意
を
契

約
内
容
に
読
み
込
む
と
い
う
解
決
が
あ
り
、
こ
れ
は
過
失
責
任
、
厳
格
責
任
の
い
ず
れ
の
立
場
で
も
あ
り
う
る
解
決
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
詳
し
く
は
本
稿
第
四
章
で
後
述
す
る
。
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ま
た
、こ
の
よ
う
に
明
示
的
な
義
務
違
反
に
と
ど
ま
ら
な
いfault

が
考
慮
さ
れ
る
際
、そ
の
態
様
が
二
通
り
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、

債
務
者
に
明
示
の
契
約
の
違
反
が
な
い
こ
と
を
明
言
し
な
が
ら
、
契
約
違
反
の
有
無
の
判
断
と
は
別
にfault

を
考
慮
し
た
う
え
で
、
債
務

者
の
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
（
例
え
ばA

-20

、A
-22

）。
も
う
一
つ
は
、
当
事
者
の
機
会
主
義
的
行
動
を
抑
止
す
る
よ
う
な
黙
示

の
義
務
な
ど
が
契
約
内
容
に
読
み
込
ま
れ
、
そ
の
う
え
で
契
約
違
反
の
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
例
え
ばA

-1

、A
-11

）。
こ

れ
ら
の
事
案
は
、
当
事
者
の
合
意
に
対
し
て
外
在
的
な
要
素
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
形
式
的
に
は
契
約
に
違
反
し
た
か
ど
う
か
に

よ
っ
て
契
約
責
任
の
有
無
が
判
断
さ
れ
て
お
り
、
厳
格
責
任
の
立
場
か
ら
も
説
明
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
事
案
で
は
、
契
約
当
事
者
は
締
結
時
に
契
約
内
容
を
す
べ
て
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
契
約
違
反
や
損
害
の
発
生
・
拡

大
に
つ
い
て
一
方
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
得
る
立
場
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
裁
判
例
は
、
当
事
者
が
機
会
主
義
的
行
動
に
よ
っ
て
契
約

違
反
や
損
害
の
発
生
・
拡
大
を
生
じ
さ
せ
た
か
否
か
に
よ
っ
て
契
約
責
任
を
判
断
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
い
て
契
約
責
任
の
有
無
を
判
断
す
る
際
、
そ
の
帰
責
根
拠
と
し
て
は
第
一
に
明

示
の
契
約
に
違
反
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
帰
責
根
拠
は
そ
れ
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
当
事
者
の
機
会
主
義
的

行
動
が
問
題
と
な
り
う
る
事
案
に
お
い
て
は
、
当
事
者
の
明
示
の
義
務
違
反
に
と
ど
ま
ら
な
い
規
範
的
な
要
素
をfault

と
し
て
読
み
込
む

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
妥
当
な
紛
争
の
解
決
を
図
っ
た
り
、
当
事
者
の
適
切
な
行
動
を
促
進
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
契
約
責
任
の
有
無
の
決
定
の
場
面
だ
け
で
な
く
、
契
約
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
後
の
賠
償
額
の
決
定
に
お
い
て
も
、fault

が
契

約
責
任
決
定
規
範
と
し
て
横
断
的
に
機
能
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
従
前
、
契
約
責
任
の
有
無
の
決
定
と
そ
れ
に
基
づ
く

損
害
賠
償
額
の
決
定
と
は
別
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
契
約
責
任
法
理
に
お
け
る
外
在
的
規
範
の
役
割
を
今
一
度
考
え
な

お
す
た
め
に
は
、
双
方
に
目
配
り
し
た
議
論
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

�

（
未
完
）
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【
付
記
】

　

本
稿
は
、
北
海
道
大
学
審
査
博
士
（
法
学
）
学
位
論
文
（
二
〇
一
七
年
三
月
二
三
日
授
与
）「
契
約
責
任
の
帰
責
根
拠
と
し
て
のfault

の

役
割
―
―
ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
け
るfault

の
発
見
を
端
緒
と
し
て
―
―
」
を
修
正
・
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
執
筆
に

あ
た
っ
て
は
、JSPS

科
研
費15J00526

の
助
成
を
受
け
た
。


